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東京都内湾は古くから漁業者が生産の場として、また、都民が遊漁等のレクリエ

ーションの場として利用してきた。現在では、釣り人口だけでも年間およそ８３万

程度で、このうち４０万人は遊魚船利用による船釣り客である。また、最近東京都

は東京都内湾を都民に残された貴重な公共的空間として位置づけ、「東京都環境管

理計画」では、「水辺環境を生かした'快適な都市空間」を創り出すための広域的な

レクリエーショソの場として計画している。このため、最近では人工渚、海浜公園、

釣り公園など水際線での親水域が人工的に創設され、一年を通じて水生生物（魚介

類）を対象とした釣りや浜遊び等が盛んに行なわれるようになってきた。

しかしながら、東京都内湾の環境をめぐっては、ここ２，３年の間に羽田空港の

仲合い移転工事や東京湾岸道路の建設工事などが行われており、さらには新たな臨

海部開発構想が打ち出され、大きく変動している。水産試験場では、昭和４８年か

ら、東京都内湾生息環境調査に取り組み、激しく変貌する内湾海域における魚介類

の生息環境について調査を実施してきた。昭和５８年までの調査結果から、内湾海

域では、夏期に水質が悪化するが、特に水深５ｍ以深で低酸素水域が出現する事が

明らかとなった｡環境保全局の昭和６３年度公共用水域水質測定結果でも、最近の東

京都内湾域は全窒素はやや増加傾向、全リソはやや減少傾向で推移しているが、昭

和５９年からは、ともに横ばい傾向である。したがって、富栄養化の状況は改

善されておらず、特に夏期は赤潮の発生が多発している。このような厳しい

環境の中で、生物の生息環境を維持改善することは容易なことではなく、これから

は積極的に「水辺の生き物を守り育てる」ことが必要であり、このためには、内湾

の干潟や浅場等産卵場や幼稚魚の生息、繁殖のポイソトとなる個所について、重点

的に保全する必要がある。

そこで、水産試験場では昭和５９年から６３年までの５年間、特に低酸素水の影

響を受け易い底生,I生魚類の生息環境について調査を行ったので結果を発表する。こ

の資料が今後の都内湾の魚介類資源の維持培養策に役立てれば幸いである。

東京都水産試験場

場長三村哲夫
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1．調査方法

（１）調査海域

多摩Ⅱ'何口と旧江戸川河口とを結んだ線以北の東京都内湾区域に４定点を設けた（図－１）。

各定点の概況は次のとおりである。

i》!(≦《Pツヤピ

獣
VMBl ＿PO■▲

荒

川

＝己

皿江
剛 ilU

己

雷
叩のＩＭＩ

Li6:豈而／
－－￣￣＝ヨ■

影
ﾝ〆Ｉ 、

曰
。

iIl ;;liffiii三1１
智

／ｊ号IIL

／Ｏ、
ｖ号jlu

／

●三t､３

班
Ｎ

□
弁ふ皿その／

／
東京都

大井ふｖｉｉ
その.Ｚ

9002

-①

ZDD

IPRD●

図１調査地点
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（８ｔ､１）多摩川河口に残存する羽田洲で、底質は泥混じりの砂質、大潮の干潮時には千出す

ることがある。水深は０～２ｍ。

（Ｓｔ､２）羽田空港沖合埋立地の東側で水深約５～７机、底質は粘士とシルトである。埋立て

のための基礎改良工事が行われたので、昭和６２年５月以降、従来のポイント（Ｓｔ、２－①）

より北西側へ約700ｍ移動した（Ｓｔ、２－②)。

（Ｓｔ､３）１５号地埋立地の南側で水深約７～８ｍ。底質は粘士とシルトである。

（Ｓｔ､４）｜日江戸川河口に広がる二枚洲と呼ばれる干潟の一部で、その仲側にある洲の東側。

底質は砂で、干潟時には千出する。水深は１～２ｍ。

(2)調査期間

昭和５９年６月～昭和６３年１０月で、原則として毎月１回調査を行った。

(3)採集方法

調査地点で小型底曳網(図２）

を曳き、河口干潟域（Ｓｔ、１，４）

では網の両端にある手木を持ち、

人力で曳網した。沖合砂泥域．

（Ｓｔ、２，３）については、船か

ら低速で５分間曳網した。曳網

距離はいずれもほぼ５０ｍとした。

採集した標本は船上で直ちに局

方フォルマリンで固定しほぼ’０

筋となるようにし、実験室に持

ち帰って分類、計数、及び全長

測定（測定固体数は１魚種につ

き１００個体まで）を行った。

股木綱〆手木 淫子

④
⑧

－－塩ビパイプ

◎

④ 沈子

7.0ｍ

④袖網ナイロン製２０メッシニ/吋長さ4.5ｍ幅１０加

⑧胴網(上下）ナイロン製２０メッシュ/吋長さ2.5加幅１Ｍ0

．胴網（側）ナイロン製20メッシュ/吋長さ2.5,幅1.0加

浮子綱ハイゼックス製径６mm長さ１５ｍ×２条

浮子合成樹脂製Ｃ－５

沈子綱ハイゼックス製径６mm長さ１５ｍ×２条

沈子チェーン

手木堅木長さ１．２７γｚ

股木綱浮子綱および沈子綱を１．ｏ、延長し、端を
１本にまとめる。

図２小型底曳網(4)観測方法

標本採集時には、各調査地点において水深、水温、透明度、溶存酸素量（ＤＯと略）、水

素イオン濃度（ＰＨと略）、塩分、等の観測を行った。観測層はＳｔ、１及びＳｔ、４については

表層のみ測定し、Ｓｔ、３及びＳｔ、４については表層と底層（底上１加）の２層について観測

した。水温およびＤＯはポーラロ方式のコンポーナルＷタイプＵＣメーター（セントラル科学

㈱）により、また、塩分は導電率測定方式の携帯用デジタル塩分計（ＵＣ－７７型、セントラ

ル科学㈱）で測定した。透明度は透明度板、水深は測深用レッドを用いて測定し、ＰＨは比色

法によって測定した。また、Ｓｔ､２，３の底層水の採水には、北原式採水器を用いた。

２



2．結果

（１）観測結果

各調査地点における観測結果は資料編表１－１～表１～１０のとおりである。

１）水温１９８４～１９８８年の調査期間中における水温の地点別経月変化は図３のとおりである。

表層水温の月別変動については、地点間で大きな差は見られず、各地点ともに、毎年１月あ

るいは２月に最低となり、７月あるいは８月に最高となる周期的な変動がみられた。５年間

における最高水温は１９８５年８月のＳｔ、１で３１．８℃、最低は１９８６年２月のＳｔ、３（表

層）で6.6℃であった。
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平均的な変動パターンを見るために５年間の地点別月平均値を算出すると表１－１のとおり

で、その変動を表層については図４に、底層については図５に示した。

表１－１調査地点別月別水温（１９８４～１９８８年、平均値、℃）
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Ｓｔ、３

１０．３１３．５

１０．４１５．６８ｔ、４

５年間平均値で見る

と３月から８月までは

上昇期で、水温が最も水

高くなるのは、８月で

２７～２８℃、９月か

ら２月までは下降期で、温

最も低くなるのは２月

で８℃前後となる。

Ｓｔ、２，３の底層

（水深６～７ｍ）でも

同様な傾向を示したが、

表層と底層を比較する

と、夏季は表層が底層

よりも高く、冬季は底水

層が表層よりも高くな

る。
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図４地点別表層水温の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）℃

的

ノア
水２ｏ

温扣 ￣

０

ＪＴＣ

図５地点別底層水温の月変化

（１９８４～１９８８、平均値）

４



2）水素イオン濃度（ＰＨ）１９８４～１９８８年の調査期間中におけるＰＨの地点別経月変化

は図６のとおりである。Ｓｔ、１，２，３は年間を通して８０未満となることはないが、Ｓｔ、４
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表１－２調査地点別月ＢｌｊＰＨ（１９８４～１９８８年､平均値）
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では不規則に変動し

ている。

平均的な変動パタ

ーンを見るために５

年間の地点別月平均

値を算出すると表１

－２のとおりで、そ

の変動を表層につい

ては図７に、底層に

ついては図８に示し

た。表層における年

間変動は、Ｓｔ、１，

２，３は５月から８月

の間にやや高くなる

傾向がみられるもの

のＳｔ、４と比較する

と月による変動が少

なく８．０～８．３の間

にある。Ｓｔ、４につ

いては変動が激し〈

３月以降は８．０以上

となることはなく最

も低いのは６月で

7.2となる。

Ｓｔ、２，３の底層

水
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イ
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濃
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図７地,点別表層水素イオソ濃度の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）
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図８地点別底層水素イオソ濃度の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）

Ｓｔ、２，３の底層（水深６～７ｍ）では年間を通して８．１～８３の間で変動し８．０以下

となることはない。

3）溶存酸素量（ＤＯ）１９８４～１９８８年の調査期間中におけるＤＯの地点別経月変化は

図９のとおりである。Ｓｔ、１，４の表層およびＳｔ、２，３の底層では、１～２月を中心とした

冬季に高く、８月を中心とした夏季に低くなる周期的変動傾向を示している。Ｓｔｏ２、３

の底層では、夏季には極めて低くなり１．０ｐｐｍ以下となる月がある。Ｓｔｏ２の底層では、

１９８５年８月、１９８６年８，９月、１９８７年８月、１９８８年６，８，１０月であった。

Ｓｔ、３では、１９８５年８月、１９８６年９月、１９８７年８，９月、１９８８年９月であ

６
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図９溶存酸素量の月別変化

った。これとは異なりＳｔ、２，３の表層では夏季には低い場合でもＤＯが５ｐｐｍを下回る

ことはなく１０ｐｐｍを上回る場合が多い。

平均的な変動パターンを見るために５年間の地点別月平均値を算出すると表１－３のとお

７



表１－３調査地点別月別ＤＯ（１９８４～１９８８年、年均値、ＰＰｍ）

Ｓｔ￣

Ｓｔｏ１

Ｓｔ、２

Ｓｔ、３

Ｓｔ、４

６
４
２
０
８
６
４
２
０

１
１
１
１

ｍ卯
溶
存
酸
素
量

りで、その変動を表層に

ついては図１０に、底層

については図１１に示し

た。表層ＤＯの変動につ

いては地点によって異な

り、Ｓｔ、１では２月に最

も高く、その後は低下し

て９月に最も低く４．０前

後となる。Ｓｔ、１と同じ

河口干潟域であるＳｔ、４

も同様な変動を示す。

Ｓｔ２では３月以降もＤＯ

は低下せず７月には年間

最高の１３．５ｐｐｍとなる。

Ｓｔ、３は５月と７月を除

けばＳｔ、２とほぼ同じ変

動を示す。しかしながら、

いずれの地点でも最低値

は８月あるいは９月である。

Ｓｔ、２，３の底層（水

深６～７ｍ）では、冬季Ｉ

Ｊ１Ｃ

図１０地点別表層溶存酸素量の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）

pｐｍ

溶
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酸
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１２３

図１１

４５６７８９１０１１１２月

地点別底層溶存酸素量の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）

深６～７ｍ）では、冬季２月に最高値を示したがそれ以降は下降して８月、

下と極めて低い値となる。しかしながら、１０月以降は回復し上昇する。

９月には１．０以

８



4）塩分１９８４～１９８８年の調査期間中における塩分の地点別経月変化は図１２のとおりで

ある。地点別にみると変動がもっとも激しいのはＳｔ、１，４で、冬期に高く、夏期に低いほ
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図１２塩分濃度の月別変化

表１－４調査地点別月別塩分（１９８４～１９８８年、平均値）
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ぽ周年的な季節変動がみられた。

特に、Ｓｔ、４では夏季の塩分低

下が激しく、１９８６年７月、

１９８７年９月、１９８８年６

月にはｏとなっている。

平均的な変動パターンを見る

ために５年間の地点別月平均値

を算出すると表１－４のとおり

で、その変動を表層については

図１３に、底層については図１４

に示した。Ｓｔ、１，２，３の表層

では、３月から９月までの間は

互いに異なる変動をしているが、

１０月から２月までの間は同様

な傾向で変動し値もほぼ同じで

ある。しかしながら、Ｓｔ、４で

は３月から９月にかけてはＳｔ

、１，２，３よりも大幅に低下し

９月には最低の１．０を示した。

このことは、同じ河口干潟域で

もＳｔ、１よりもＳｔ、４の方が

河川の影響を受け易い事を示し

５
０
５
０
５
０
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地点別表層塩分濃度の月変化

（１９８４～１９８８、平均値）

１２

図１３

閲
釦
泌
加
旧
扣
５
０

剣ﾍﾞｼｰ;、乙二=Ⅲ=:うぐ>￣塩

分
濃
度

１２３４５６７８９１０１１１２月

図１４地点別底層塩分濃度の月変化

（１９８４～１９８８、平均値）

ているｏ

Ｓｔ，２，３の底層（水深６～７ｍ）では、月によって変化するが、一定の傾向はみられない｡

しかしながら、最低でも２３以下とはならずまた最高でも３２．０となる｡

稚魚の出現状況

1）５年間に出現した魚類月別地点別出現魚種と個体数については資料編の表２－１～２－

１４に全域（Ｓｔ、１～4､通算）における年別・月別出現魚種の個体数表３－１～表３－４に

示した。また、調査毎の体長測定結果については資料編の表４－１～４－５５に示した。

５年間を通して、Ｓｔ１～４のいずれかの地点に出現した魚種は表２のとおりである。ま

た、魚種別の採捕個体数は表３のとおりである。

(2)

－１０－



表２過去５年間の出現魚種リスト（１９８４年６月～１９８８年１０月）

－１１－

目 科 種名

ニシン目

ウナギ目

． イ目

ハダカイワシ目

ヨウジウオ目

スズキ目

カサゴ目

ウパウオ目

カレイ目

フグ目

ニシン科

カタクチイワシ科
ウナギ科

アナゴ科
． イ科

エソ科
ヨウジウオ科
トウゴロウイワシ科

スズキ科

テンジクダイ科
キス科
ヒイラギ科
クロサギ科

ニペ科
イサキ科
シマイサキ科

ハゼ科

イソギンポ科

ニシキギンポ科

フサカサゴ科

アイナメ科
． チ科
ホウポウ科

クサウオ科
ネズッポ科

カレイ科

ウシノシタ科

フグ科

Ｃｌｕｐａｎｏｄｏｎｐｕｎｃｔａｔｕｓコノシロ

サッパ Ｈｅｒｋｌｏｔｓｉｃｈｔｈｙｓ

マイワシ Ｓａｒｄｉｏｎｏｐｓ

●

ｚｕｎａｓｌ

ｍｅｌａｌｉｏｓｔｉｃｔｕｓ

Ｅｎｇｒａｕｌｉｓｊａｐｏｎｉｃａカタクチイワシ

ウナギＡｎｇｕｉｌｌａｊａｐｏｎｉｃａ
マアナゴ

ウグイ

コイ

エソ

ｓｐ・

ｓｐ。
ヨウジウオ

Ｃｏｎｇｅｒｍｙｒｉａｓｔｅｒ
Ｔｒｉｂｏｌｏｄｏｎｈａｋｏｎｅｎｓｉｓ

Sｙｎｇｎａｔｈｕｓｓｃｈｌｅｇｅｌｉ
トウゴロウイワシＡｌｌａｎｅｔｔａｂｌｅｅｋｅｒｉ
スズキ Lａｔｅｏｌａｂｒａｘｊａｐｏｎｉｃｕｓ

テンジクダイ Ａｐｏｇｏｎ ｌｉｎｅａｔｕｓ

Ｓｉｌｌａｇｏｊａｐｏｎｉｃａシロギス

ヒイラギＬｅｉｏｇｎａｔｈｕｓ
クロサギＧｅｒｒｅｓｏｙｅｎａ

ｎｕｃｈａｌｉｓ

シログチＡｒｇｙｒｏｓｏｍｕｓａｒｇｅｎｔａｔｕｓ
コショウダイＰ１ｅｃｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓｃｉｎｃｔｕｓ
シマイサキＴｅｒａｐｏｎｏｘｙｒｈｙｎｃｈｕｓ
ヒメハゼＦａｖｏｎｉｇｏｂｉｕｓｇｙｍｎａｕｃｈｅｎ
スジハゼＡｃｅｎｔｒｏｇｏｂｉｕｓｐｆｌａｕｍｉ
アシシロハゼＡｃａｎｔｈｏｇｏｂｉｕｓｌａｃｔｉｃｅｐｓ
マハゼ Ａｃａｎｔｈｏｇｏｂｉｕｓｆｌａｖｉｍａｎｕｓ
エドハゼ Ｃｈａｅｎｏｇｏｂｉｕｓｍａｃｒｏｇｎａｔｈｕｓ
ビリソゴＣｈａｅｎｏｇｏｂｉｕｓｃａｓｔａｎｅｕｓ
コモチジャコ Ｃｈａｅｔｕｒｉｃｈｔｈｙｓｓｃｉｉｓｔｉｕｓ
ミミズハゼ Ｌｕｃｉｏｇｏｂｉｕｓｇｕｔｔａｔｕｓ
ヒモハゼＥｕｔａｅｎｉｉｃｈｔｈｙｓｇｉｌｌｉ
シマハゼＴｒｉｄｅｎｔｉｇａｒｔｒｉｇｏｎｏｃｅｐｈａｌｕｓ
チチプ Ｔｒｉｄｅｎｔｉｇｅｒｏｂｓｃｕｒｕｓ
ハゼ ｓｐ．

ナベカ

ナベカ ｓｐ．

Ｏｍｏｂｒａｎｃｈｕｓｅｌｅｇａｎｓ

ギンポＥｎｅｄｒｉａｓｎｅｂｕｌｏｓｕｓ
Ｓｅｂａｓｔｉｓｃｕｓｍａｒｍｏｒａｔｕｓカサゴ

ムラソイＳｅｂａｓｔｅｓｐａｃｈｙｃｅｐｈａｌｕｓ
アイナメ Ｈｅｘａｇｒａｍｍｏｓ

コチ Ｐ１ａｔｙｃｅｐｈａｌｕｓ

ｏｔａｋｉｉ

ｉｎｄｉｃｕｓ

ホウポウＣｈｅｌｉｄｏｎｉｃｈｔｈｙｓｓｐｉｎｏｓｕｓ
クサウオ ｓｐ．

ネズミゴチＣａｌｌｉｏｎｙｍｕｓｐｕｎｃｔａｔｕｓ
ハタタテヌメリＣａｌｌｉｏｎｙｍｕｓｆｌａｇｒｉｓ

ネズッポｓｐ・
イシガレイＫａｒｅｉｕｓｂｉｃｏｌｏｒａｔｕｓ
マコガレイ

カレイ

ゲンコ
ｓｐ．

Ｌｉｍａｎｄａｙｏｋｏｈａｍａｅ

Ｃｙｎｏｇｌｏｓｓｕｓ ｉｎｔｅｒｒｕｐｔｕｓ

アカシタビラメ Ｃｙｎｏｇｌｏｓｓｕｓｊｏｙｎｅｒｉ
ウシノシタ ｓｐ.

クサフグＴａｋｉｆｕｇｕ

不明魚

●

ｎｌｐｈｏｂｌｅｓ



魚種別年別出現個仁表３魚種別年別出現個体数（Ｓｔ、１～４，合計）

三
1２

出現魚種 １９８４ １９８５ １９８６ １９８７ １９８８

コノシロ ４ ２

サ ツ

｡

’、 １２，９９１ １２７ ２９２ ２ ４３

マイワシ １７ ２０ １０２

カタクチイワシ ５１５ ３ 2，４９４ ４１１ ３６

ウナギ １

マアナゴ １ ２１ ４８

ウグイ １７ １

コイＳＰ． ２

エソＳＰ． １

ヨウジウオ ２ ３ ７ ７ ３

トウゴロウイワシ １

スズキ ６ ８５ ７０ ２２

テンジクダイ ２ ６

シロギス ７３ ６ ３３ ５ １６９

ヒイラギ ６６ １ １０ ２

クロサギ １４５

シログチ ３

コショウダイ １

シマイサキ ２ １

ヒメハゼ １３８ ８１ ２９０ ３５０ ２６７

スジハゼ ３１ ６ １ １２３ ２０２

アシシロハゼ １６ ５ １ １

マハゼ １８９ 3，７２６ １２９ 1，０４０ 5，７８６
エドハゼ ９ １９４ ２ １ ６

ビリンゴ ３８ 2,005 ７３ ５０３ １７４

コモチジャコ １ ２７

ミミズハゼ １

ヒモハゼ ２２

シマハゼ ４ １０ １０ ２ ３

チチプ ２

ハゼ ＳＰ． １７６ １ 1，３９６
ナペカ １

ナベカＳＰ ● ３

ギンポ ２ ６１ ２１３ １７８ ４７９

カサゴ １

ムラソィ ３

アイナメ ９ １２ ２２ ４ ３

コチ １１１ ２７ １３ １９０ １１

ホウポウ １

クサウオＳＰ． １

ネズミゴチ １２ ２ ２８ １１７ ６５

ハタタテヌメリ １４１ １３ ８４ ３４５ ２８４

ネズッポＳＰ ● ２５ ５ ４ １５ ５２

イシガレイ ４１ ４５ ４３５ ７９ ８

マコガレイ ５ ２３ １５５ ２０ １２９

カレイＳＰ． ９
ゲンコ

２

アカシタピラメ １

ウシノシタＳＰ． １

クサフグ ２

不明魚 ６ ３ １１ ２３

計 １４，８０１ 6，３７２ 4，３９１ ３，５３３ 9，３６２



表４年別・地点別出現魚種一覧

－１３－

１９８４

１ ２ ３ ４

１９８５

１ ２ ３ ４

１９８６

１ ２ ３ ４

１９８７

１ ２ ３ ４

１９８８

１ ２ ３ ４

ニシソ目 コノシロ

サ ツ
●

'、

マイワシ

カタクチイワシ

●

●

● ● ●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

● ● ●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

●

● ● ● ● ● ● ● ●

コイ目 ウグイ

コイＳＰ ●

●

●

●

ハタウゥイワン目 エソＳＰ． ●

ヨウジウオ目 ヨウジウオ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コン豆ウグイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

●

●

．
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノンカＳＰ．

●

● ●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

フグ目 クサフグ
●

不明魚 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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種までの分類同定が可能であったのは、ニシン目２科４種、ウナギ目１科２種、ハダカイ

ワシ目１科１種、ヨウジウオ目１科１種、スズキ目１２科２３種、カサゴ目５科６種、ウパ

ウオ目１科２種、カレイ目２科５種、フグ目１科１種の１０目２８科５１種であった。この

ほかに不明種が、コイ目コイ科で１種、ハダカイワシ目エソ科で１種、スズキ目ハゼ科で数

種、同イソギンポ科で１種、カサゴ目クサウオ科で１種、ウパウオ目ネズッポ科で数種、カ

レイ目カレイ科で数種、同ウシノシタ科で１種、フグ目フグ科で１種出現した。

2）出現魚種数の地点別変動年別・地点別の魚類出現状況は表４のとおりである。年別、月

別の出現魚種数については、全域（Ｓｔ、１～４，通算）については表５のとおりで、これを、

地点別にみると、Ｓｔ、１については表６，８ｔ、２については表７，sｔ、３については表８，

Ｓｔｏ４については表９のとおりである。

地点別に出現魚種数の平均的月変動パターンを見るために、５年間の調査で出現した魚種

数を月毎に合計して調査回数で除した値をその月の平均出現魚種数とした。これら出現魚種

数の地点別年変動を図１５で、また地点別月変動については図１６に示した。

表５月別出現魚類種数（全域、Ｓｔ、１～４通算）

’
１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

表６ 月別出現魚類種数（Ｓｔ、１）

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

現
思種数

⑬ 2段となっているのは同 月に２回調査を実施した。

1４

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 篭
１９８４ ２１ １４ ２０ ８ ７ ５ １ ３８

１９８５ ４ ７ １２ ８ ６ ７ ４ １１ ４ ８ ５ ６ ２５

１９８６ ４ ４ ９ １５ １１ ９ １２ ６ １０ ５ ６ ４ ２１

１９８７ １０ １１ １３ １６ ６ １５ ４ １１ １０ ７ ９ ３２

１９８８ ７ １１ １４ １７ １４ １４ ８ １３ １４ ７ ３３

藍謬襄 6.3 ７．３ 1１．５ 1３．３ 1１．８ 1１．４ 1０．６ 1０．８ ９．４ 7.4 5.8 ５ 29.8

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
年間
通算

１９８４ 鰯
４

５
１０ １２ ６ ３ ３ １ ２３

１９８５ ２ ４ ６ ６ ３ ５ ４ ６ ３ ２ ２ ２ １９

１９８６ １ １ ７ ７ ７ ３ ６ ３ １０ ４ ５ ０ １９

１９８７ ５

７
７

４
５

４ ５ ３ ４ ５ ５ １ ３ １９

１９８８ ２ ４ ６ ８ ３ ３ １ １０ ６ ３ ２０

篶謬曇 ２．５ ３ 6.6 6.0 ４．３ 4.2 4.8 ７ ６ 3.4 2.8 1.5 ２０



月別出現魚類種数（Ｓｔ、２）表７

１９８４

１９８６

１９８７

１９８８

月別出現魚類種数（Ｓｔ 3）表８

１９８４

１９８５

１９８６

１９８７

１９８８

表９ 月別出現魚類種数（Ｓｔ、４）

１９８４

１９８５

１９８８

①年変動全域（Ｓｔ、１～４通算）で見ると、１９８４年は６月～１２月と調査期間が６

力月と短いにもかかわらず、出現魚種数は５年間で最も多い３８種類が出現した。

翌１９８５年は２５種類と減少し、１９８６年には５年間で最低の２１種類となった。し

1５

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
年間
通算

１９８４

８
８ １ ２ ０ ３ ３ ０ １７

１９８５ ２ ５ ２ ３ １ ３ ０ ３ ０ ５ １ ３ １６

１９８６ ３ ３ ２ ６ ８ ３ １ ２ ０ １ ０ ０ １０

１９８７ ２ ６

９
５

１１ ０ ７ ０ １ ３ １ ２ １８

１９８８ ３ ３ ５ ５ ８ ５ ８ １ ７ ３ １６

平均出現
街
ＩＯＤ、 種数

２．５ ３．７ 3.8 5.6 ７ 4.5 3.4 1.6 1.6 ３ 1.3 1.3 1５．４

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
年間
通算

１９８４

３
６

１ ３ ０ １ １ ９

１９８５ １ １ ３ ０ １ ０ ０ ０ ４

１９８６ １ ３ ８ ２ ０ ０ １ ０ ０ １ ３ １２

１９８７ ６ ４

２
３ ７ ２ ２ ０ ３ ２ １ １ １５

１９８８ ３ ５ ７ ４ ９ ２ ０ ０ ４ ２ １７

平均出限
魚種数

3.3 ２．３ 4.3 ４．３ 4.5 ２．６ 0.8 1.7 1.4 １ １ 1.3 １１．４

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
年間
通算

１９８４

６
６

４ １３ ４ ２ ２ １ ２１

１９８５ ３ ８ ４ ３ ７ ３ ２ ３ ３ １１

１９８６ ２ ６ ７ ３ ９ １０ ３ １ ３ ３ １ １８

１９８７ ２ ７
１０

４
５ １ ７ １ ４ ７ ７ ５ ２０

１９８８ ４ ８ １１ １１ ８ ８ ２ ６ ４ ２ ￣ ２２

平均出現
魚種数

２．８ ８ 8.0 ８．０ ５ ６ 5.2 ６ 3.2 ３．２ 3.8 2.5 １８．４



○一○全域(St.】～4）4０
Z￣Ｉ、

かしながら、１９８７年には３２

種類と回復傾向を示し、１９８８

年は調査期間が１０ケ月であった

が３３種類が出現した。

図１５の地点別年変動でみると、

Ｓｔ、１はさほど大きな年変動を

示していない。Ｓｔ、２は１９８８

年を除いては、全域（Ｓｔｌ～４，

通算）とほぼ似た傾向を示して、

１９８６年に最低となっている。

Ｓｔ、３とＳｔ、４はＳｔ、４の方が

出現魚穂数が多いが、変動傾向は

非常に似通っている。以上の事か

ら、１９８５及び１９８６年はい

ずれの地点でも出現魚種数が減少

したが、その後は回復傾向にある平
と言えそうである。

均

②月変動全域（Ｓｔ、１～4、出

通算)で見ると、平均出現魚種現

数が最も多かった月は４月で魚

１３．３種類、最も少なかった種

月は、１２月で５種類であった。数

変動傾向としては、１２，１月

には最低となるが、その後は

増加して４月には最高となり、

５月以降は徐々に減少してい

く。しかしながら、地点別にみると、

3５

０
５
０
５

３
２
２
１

出
現
魚
種
数

ﾑ＞▽ 〃1０

５

０

１９８４８５８６８７８８年

図１５出現魚種数の地点別年変動

○一○全域(St､1~4）

洞
泪
ね
洞
⑩
９
８
７
６
５
４
３
２
１
０

f1-Zn

１２３４５６７８９１０１１１２月

図１６地,点別出現魚種数の月変化
（１９８４～１９８８、平均値）

〈。しかしながら、地点別にみると、月変動傾向は異なる。

Ｓｔ、１では、平均出現魚種数でみると１２月が１．５種類で最も少ないが、１，２月は増加

し、３月には６．６種類となる。その後は、５月が４．３種類、６月が４．２種類、７月が４．８種

類であるが、８月には再び増加して７種類となる。そして９月以降は１２月まで減少するが

１年間で、３月と８月の２回出現のピークが見られた。このうち、最初のピークである３，

４月については、年による変動がなく毎年６種類前後が出現しているが、第２のピークであ

る８，９月は年によって、３～１０種類と変動が多かった。５年間の平均出現魚種数は４地

－１６－



点のうちで最も多い２０種類となった。

Ｓｔ，２では、平均出現魚種数で見ると１１，１２月に１．３種類と最も少ないが、その後

は徐戈に増加して５月には７種類と最高となる。６月以降は急速に減少して、８，９月に

は１．６種類と少なくなるが、１０月は３．０種類とやや増加する。８，９，１１，１２

月が出現魚種数が少ない中で１０月のみやや多いが、年別にみると、１０月の出現魚種数

は１９８６年（出現魚種数１種類）を除けば他の年は３あるいは５種類とほぼ安定してい

る。５年間の平均出現魚種数は１５．４種類となった。

Ｓｔ、３では、平均出現魚種数で見ると最も減少するのは７月で０．８種類、８，９月には

それぞれ１．７，１．４種類とやや増加するが１０月以降は再び減少し１２月には１．３種類と

なる。１月からは増加傾向を示して５月には最高の４．５種類となるが、６，７月には急速

に減少する。５年間の平均出現魚種数は１１．４種類となった。

Ｓｔ、４では、平均出現魚種数で見ると最も減少するのは１２月で２．５種類、１月からは

増加して３，４月には８．０と最高となる。その後は、徐々に減少してゆくが、８月でも６

種類は出現しており、この間に５種類を下回る事はない。９月以降は減少傾向となる。５

年間の平均出現魚種数は１８．４種類となった。

3）地点別代表的出現魚種の変動

５年間の調査で、地点別の月毎に見た場合の延べ調査回数は、多い地点では６回、少ない

地点では２回である。そこで、各地点における魚類の月別頻度別出現状況（出現回数／調査

回数×１００＝出現頻度妬）を表した。結果は、全域（Ｓｔ、１～４，通算）については表１０，

sｔ、１については表１１、Ｓｔｏ２については表１２，ｓｔ、３については表１３、Ｓｔ、４に

ついては表１４，のとおりである。このうちで、月別に出現頻度が５０９６以上の魚種を選ん

で代表的出現魚種とし、全域（Ｓｔ、１～４，通算）については表１５、Ｓｔｏ１、２，３，

４については表１６に示した。

全域では、代表的出現魚種は春季から夏季にかけて種類数が多くなり、冬季には少なくな

る傾向がみられた。最も多いのは５月で１３種類が出現し、最も少なかったのは、１１，１

月で５種類であった。地点別にみると、各地点ともに、５月に最も多く出現し冬季には減少

する傾向はほぼ変わらないといえるが、Ｓｔ、１，４では、７～１０月にかけてマハゼ、ヒ

メハゼ、キス、コチ等数魚種が連続して出現するのに対してＳｔ、２，３では、５０９６以上

の出現頻度に達する魚種はＳｔ，２の７月のマハゼのみであった。

これらの資料に基づいて各地点で魚種別に月毎の出現状況をまとめると、全域については

表１７、Ｓｔ、１については表１８，sｔ、２については表１９，ｓｔ、３については表２０，

sｔ、４については表２１のとおりである。

1７－
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4）主要稚魚の出現と成長

過去５年間の全長測定データを地点別、月別に整理して主要１０魚種につき検討した。

①サッパ月別、地点別全長測定値を表２２に、その変動を図１７に示した。Ｓｔ、１，４

４等の河口干潟域に多く出現する傾向が見られた。７月に平均全長が１１～１４mmの稚魚

は９月には２０．５～３６．０mmに成長する。また、４，５，７，９月に見られる１００，１前

後の魚は１＋年魚と考えられる。

表２２サツパの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

値±Ｓ・、

（範囲）
平均値±Ｓ・
（範囲）

１４８１．２

（１２．０～１７．５）

１４．７＋１．２

１１．５～17.0）

３６．０２．３

（３２０～3９

２００

１
２
３
４

●

乱
〃
〃
〃

○
●
▲
■

1５０

全

▲

０

長，｡。 ▲
●

▲

(7,m）

5０

■
○

■
■
○ ■

０

２３４５６７８９１０１１１２

図１７サッパ稚魚の成長

－３１－

、、 Ｓｔ､１ Ｓｔ､２ Ｓｔ，３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数

１ ０ １０００ １ ０ ０

４ 0 ０ ８４．０ １ ０

５ ０ ９６．０ １ ０ ０

７
１１．２士１．１

(9.7～１３．０）
６ １８．０ １ ０

１４．８±１．２

(１２．０～17.5）
４０

８ １１１．０ １ ０ ０
１４７±１．２

(１１．５～17.0）
６０

９
２０．５±５．１

(１３０～360）
１３１ 0 １２００ １

３６．０士２．３

(３２０～390）
６



②カタクチイワシ月別、地点別全長測定値を表２３に、その変動を図１８に示した。

Ｓｔ、１，２，３，４いずれの地点にも出現している。７月に平均全長が１３．７～１６．０１mmの稚

魚は８月に２１７～３０５，，，９月には２７．４１１t７１１，１０月に２１．６～３０．４１，，，１１月には

３２．６min、１２月には４２．１m１１mと成長する。これらのＯ十年魚は翌年の４月には６６mm、

５月には８６mmと成長し、７月には８５～１０１，W､の個体が出現する。

表２３カタクチイワシの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

１００

９Ｏ

ＢＯ

全７゜

６０

長５｡

４０

(､､）３ｏ

２０

1０

０

１２３４５６７８９１０１１１２

図１８カタクチイワシ稚魚の成長

－３２－

凶也点 Ｓｔ､１ Ｓｔ,２ Ｓｔ､３ ８ｔ､４

月、
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均n.±Ｓ・，
(範四）

尼散
』P均価±Ｓ・，

(範朋）
尼散

平均値±Ｓ・，

(範囲） 尼散

１ ７２．０ １ 0 ０ ０

４ ０ 0
６７．２±２．６

(630～70.0）
５

６６．７±４．５

(55.0～83.0）
８３

５ 0 ８５．０ １
５８８±２Ｌ３

(23.0～78.0）
４ ８６．６±５．９

(76.0～96.5）
１６

６ ９１．４ １ ０ 0
９９．４士１１．４

(８８０～115.0）
５

７ １６．０±１．０

(15.0～17.0）
２

１５．１±Ｌ９

(１２．０～18.0）
1４

９２．６士６．７

(85.6～101.6）
３

１３．７±1.0

(１２．０～15.0）
１８

８ ２７．０±９．１

(１３．０～38.0）
４

２１．７±２．７

(１４．０～26.0）
7２ ３０．５ １

９
２７．４±２．４

(１８．０～36.0）
1０３

６９．２±３０．６

(１６０～97.0）
１５

１３．３±２．１

(１１．０～１６０）
６ ０

１０
３０．４士３．０

(２８．０～36.0）
７

２４．８±８．８

(１４．０～40.0）
５ 0

２１．６士４．２

(１２．０～28.0）
８

１１ ０
３２．６±3.0

(24.0～38.0）
8０ 0 ４３．０ １

１２
４２．１士２．７

(37.0～58.0）
1７２ 0 0

７２．８士４．８

(６８．０～77.5）
２



③マアナゴ月別、地点別全長測定値を表２４に、その変動を図１９に示した。底質が主

に泥質であるＳｔ、２に多く出現している。４，５月に平均全長８１～８３mmであった稚魚

は６月には１１２１１１，，７月に１３７，１，となる。９月は１個体のみで１９８７mmであった。レ

プトセファノﾚス（葉形仔魚）は１２，３、４月に出現した

表２４マアナゴの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

１９８．０

(*)はレプトセファノﾚス（葉形仔魚）である。

２００ １
２
３
４

●

鄙
”
〃
〃

○
●
▲
■

●

全１５０
●

● ▲
○ ●

長
○1００

。、８

(nW､）

５０

０

１ｚＳ４５Ｇ７８９１０１１１Ｚ

図１９マアナゴ稚魚の成長

－３３－

、hb占 Ｓｔ.’ Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±８．，
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・、
(範囲）

尾数

３ 0 0
１１０．８±８．３

(１００～１２４）
６

＊

８７．０ １

＊

４ １１０．０ １
＊ ８３．５士１３．４

(７４～９３）
２ １１７．０ １

＊

0

５ 0
８１．９±１０．７

(５４～９８）
1６ ８８．０ １ ８７．０ １

６ ０
１１２．４±１１．９

(８９～１３４）
２６ ０ ０

７ 0
137.4±２１．８

(１０２～１７９）
１２ 0 ０

９ １９８．０ １
￣ ０ ０ 0

１２ ９８．０ １
＊

０ 0 ０



④スズキ月別、地点別全長測定値を表２５に、その変動を図２０に示した。砂（

干潟域であるＳｓ４に多く出現している。１月に平均全長が８mmの稚魚は２月に１

月に１５，，，４月に１９７，１１，８月に１６４，，，９月にはl72ml7zと成長する。

砂質の河口

二１３ｍｍ、３

表２５スズキの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

平均値十s。、

（範囲）
平均イハ士Ｓ・、
（範四）

平均値±Ｓ・、

（範囲）
平均値±Ｓ・、

（範囲）

＋３．１

（９０～200
１４．２３５

１１０～１９０

９．３2.1

７０～１２０

１５．＋２３

（7.0～１９０）

１９３２

１１５～２８０

１６４３３０３

１３９０～２１５．０

１７２９＋９２

１５０．０～１８７．０

２００

■

■

1５０

全

長１CＯ

■

(､､）

5０

１
２
３
４

●

鄙
〃
〃
〃

○
●
▲
■

5８■

●

１２３４５６７ｓ９１０１１１２

図２０スズキ稚魚の成長

－３４－

Ｍ２点 Ｓｔ､１ Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

月
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均値±８．，
(範囲）

尾数

１ 0 8.0 １ 0 0

２ 0 ０ ０ １３．０ １

３
１２．９±３．１

(９０～20.0）
１７

１４．２±３．５

(１１．０～１９．０）
５

9.3±２．１

(7.0～12.0）
３

１５．５±２．３

(7.0～19.0）
４４

４ １７．０ １ 0 ０
１９．０±３．２

(１１．５～２８０）
８６

６ 0 ０ 0 ７０．０ １

８ ０ 0 0
164.3±３０．３

(1390～２１５．０）
４

９ ０ 0 0
172.9±9.2

(150.0～187.0）
1１



⑤シロギス月別、地点別全長測定値を表２６に、その変動を図２１に示した。河口干潟域で

あるＳｔ、１に多く出現している。８月に平均全長が１１．９～１５．２７mmの稚魚は９月には

１９．４７，，，１０月には１８．４～２３．０，，，１１月には３３．４～３５．５，，，１２月には４６

ｍｍと成長する。

表２６シロギスの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

１
２
３
４

●

鄙
〃
〃
〃

○
●
▲
■

６０

５０

０

全

０
４０

●
ｏ

長

３０

(１，m）

■
○

２０ ○

■
Ａ
ｕ

1０

０

２Ｓ４５ｓ了ＢｇｌＯｈｌ２

図２１シロギス稚魚の成長

－３５－

、剖,,時 Ｓｔ、１ Ｓｔ、２ Ｓｔ,３ Ｓｔ,４

平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数 平鵠±&〕
，

尾数

３
４０．３士３．７７

（３６～４５）
４ 0 ０ 0

８
１１．９±１．７８

（8.0～１６．８）
４７ 0

１３．３±０．２８

(１３．１～１３．５）
２

１５．２±３．８８

(９６～２５．５）
２１

９
１９．４士３．１５

（１４～３３．０）
1０５ 0 ０ 0

１０
１８．４±３．０５

（１３～２９）
2６ ０ 0

２３．０±４．２

（２０～２６）
２

１１
３３．４±７．５

（２６～４３）
７

３５．５±２．１２

（３４～３７）
２ 0 ０

１２ ４６．０ １ 0 0 0



⑥マハゼ月別、地点別全長測定値を表２７に、その変動を図２２に示した。６月までは、

Ｓｔ、１，２，３，４のいずれの地点にも多く出現し、特に３，４，５月に多く出現する傾

向がみられた。しかし、６月以降は減少し、Ｓｔ、３では全く出現せず、Ｓｔ、２において

も減少する。Ｓｔ、１，４では、徐々に減少し、１１月以降は出現しない。２月に平均全長

が６．８～8.57711mの稚魚は３月には８．０～１２７，，，４月には１１．７～１３．７，，，５月には

１６．０～３２１７７W７１，６月には２１．１～５２．０７，，，７月には３８．４～５７．６７，７，，８月には９０．４～

111.41,Wz、９月には９１．０～１２２．５ｍｍ、１０月には１３０．０～１５２．０ｍｍと成長する。

表２７マハゼの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

価

（範、
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全
０

●
ｏ
■

■
Ｑ
Ｕ長１．０
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図２２マハゼ稚魚の成長

－３６－

、地点 Ｓｔ.】 Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均Ⅱ(i士Ｓ・、
(範四）

尾数
Wz均傾士Ｓ・、
(範囲）

尼数
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数

２
8.5士１．４

(6.2～１２．５）
９６

6.8士１．５

(5.0～１５．０）
2２８
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(５．１～１０．１）
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３
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(4.8～１５．４）
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(5.6～15.8）
９５２

４
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2５７
１２０±2.0
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1９
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(9.0～６７．０）
1０９

６
４９．４±２７．６

(８５～２５０．０）
9８

２１．１±３．９

(7.3～34.0）
6０ ５２．０ １

３８．９±１３．６

（１０．０～87.0）
１１５

７
５４．８±３８．０

(１０．５～９８．０）
１４

５７．６±３０．１
(９５～85.0）

４ 0
３８．４±３８．１

(7.0～176.0）
6８

８
９０．４±２０．８

(55.0～125.0）
1６

９２．８±２４．３
(６８．５～１１７．０）

２ 0
１１１．４±１０６

(９３．０～128.0）
1８

９
910±４５．５

(１３．０～127.0）
４

１２２．５±３．５
(119.0～126.0）

２ 0
104.3±１０．２

(96.0～１２１０）
４

１０
１３０．０±7.0

(123.0～137.0）
２ 0 0 １５２．０ １



⑦アイナメ月別、地点別全長測定値を表２８に、その変動を図２３に示した。Ｓｔ、２

では３～７月に連続して出現した。３月に平均全長が５４０～６１．５mmの稚魚は、

４月には５４．０～５８０nt､、５月には９４．３～９６．０，，，６月には１０６．７～１１１．３，，，

７月には９４．０～１３１．７ｍｍと成長する。

表２８アイナメの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

２００

１
２
３
４

鄙
〃
〃
〃

○
●
▲
■

全１５０
■

●
■

長１００ ６ ●

●
■

(7mm）５。

０

１２３４５ｓ７ＢｇｌＯ１１１２

図２３アイナメ稚魚の成長

－３７－

、 Ｓｔ､１ Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数

３ 0
６１．５±０．７１

(６１～６２）
２ ０ ５４．０ １

４
５４．５士４．５３

（４７～６２）
1０

５６．９士１３５

(２６～７２）
９

５８．０士２．８３

(５６～６０）
２ ５４．０ １

５ ０
９４．３±１５．９

(７６～１２０）
６ ９６．０ １ ０

６ 0
１１１．３±１６．５

(９３～１２５）
３ ０

１０６．７±１１．２

(９７～１１９）
３

７ ０ ９４．０ １ ０
１３１．７±２７．１

(１０６～１６０）
３



⑧コチ月別、地点別全長測定値を表２９に、その変動を図２４に示した。Ｓｔ、１，４

河口干潟域で多く出現する傾向が見られた。特にＳｔ、４では２，５月を除くと各月に出

現し、７，８月に多かった。７月には平均全長が９．０～９．４mmの稚魚は８月には１３．０～

１５．Ｍm、９月には２３．２～３２．８，，，１０月には４２．８，，，１１月には６６．８岬、１２月

には８５．７～１１８．５，７，と成長した。

表２９コチの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

全

長

F1

(､､）

Ｊ１［

図２４コチ稚魚の成長

－３８－

Ｍ1h点 Ｓｔ.】 Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・、

(範囲）
尾数

平均値士Ｓ,、
(範囲） 尾数

平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾致
平均値士Ｓ・，
(範囲）

尾数

１ 0 ０ 0 ５７．３±８．３

(４９．０～７１，）
４

３ 0 0 ０
７０．３±１９．３

(46.0～109.0）
1１

４ 0 ０ ０ １５０．０ １

５ １４８．０ １ 0 7.0 １ 0

６ 0 ０ 0 １４．５±１．５

(１３．０～16.0）
２

７ 9.0士１．７

(6.0～１１．０）
６ 0 0

9.4±0.9

（7.0～１２．０）
1４９

８ １３．３±３．５

（9.5～２６．３）
４３

１３．０±1.0

(１２０～14.0）
２ ０

１５．１±３．４

(9.1～２７．０）
５１

９ ２３．２±２Ｌ８

(5.0～７８．５）
2５ ０ ０ ３２．８±１７．７

(6.0～７７．２）
３１

１０ 0 0 0
４２．８±３２８

(１９．０～118.0）
９

１１ 0 0 0
６６．８±２３．２

(４３．０～１２５０）
2６

１２
８５．７±４９．８

(47.0～１５６．０）
３ 0 0 １１８．５±３５．５

(83.0～154.0）
２



⑨イシガレイ月別、地点別全長測定値を表３０に、その変動を図２５に示した。Ｓｔ、

１，４の河口干潟域で多く出現し、特にＳｔ、４で３，４月に多かった。Ｓｔ、２では全く

出現しなかった。３月に平均全長が１６．８～１７．０mmの稚魚は、４月には３２．８～３５．７１１W､、

５月には５９．０～６５．０１７t､、６月には６２．７～６６，６，，，７月には１０６．６～１１５．５７７W､、８，

９月には１１４．２mmと成長した。１０月以降は出現しなかった。

表３０イシガレイの月別地点別全長測定値（１９８４～１９８８年）

３００

▲

全
２００

長 ▲

○
■ ■ ○

1００

(１mm）

１
２
３
４

鄙
〃
〃
〃

○
●
▲
■８９

８

０

１２３４５ｓ７８９１０，１２

図２５イシガレイ稚魚の成長

－３９－

、、tlb占 Ｓｔ､１ Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ Ｓｔ､４

平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値士Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・，
(範囲）

尾数
平均値士８．，
(範囲）

尾数

３
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９
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2８

７
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８
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⑩マコガレイ月別、地点別全長測定値を表３１に、その変動を図２６に示した。本種は

イシガレイと異なり、底質が主に泥質であるＳｔ、２にも出現した。２月に平均全長が8.7

～１０．０１，，の稚魚は、３月に１２．５～１５．４，，，４月には３０．０～３６．７，１，，５月には６７．４

～８８．５，，，７月には９０８～１０６．７mmと成長した。８月以降は出現しなかった。

表３１マコガレイの月別地点別全長測定値（１１９８４～１９８８年）

２００
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図２６マコガレイ稚魚の成長

－４０－

Ｗ回点 Ｓｔ､１ Ｓｔ､２ Ｓｔ､３ ８ｔ､４

平均値±８．，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数
平均値士８．，
(範囲）

尾数
平均値±Ｓ・、
(範囲）

尾数

２ ９．０ １
8.7士１．２
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１１ 0
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３
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２３９

４ ０
３０．３±４．５
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４
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3．考察

一般に内湾沿岸域は水深も浅く、河川水の流入があるため塩分変動が大きい。このため、外洋

性の大型魚食性魚類等が少なく、動植物プランクトンも豊富で、稚仔魚の生育場としては適して

おり、生息する魚種数が豊富である事が知られている')。しかしながら、東京都内湾は海岸線の

大部分が人工護岸で覆われ、また汚濁負荷の高い河川水が大量に流入するため海域の富栄養化が

進み、魚類の生息環境としては極めて厳しいと考えられる。本調査結果によると、６月～９月の

夏季に表層では溶存酸素量が増加するのに対して、水深が６～８ｍであるＳｔ、２，３の砂泥域底

層では溶存酸素量が極端に低下し、出現魚種数も減少する。この傾向については、東京都環境保

全局による調査結果2)でも明らかにされており、この原因としては、夏から秋は海水が成層し、

上層から酸素の補給がなく有機物の分解による消費で下層が低酸素化し、魚類が少なくなる事が

指摘されている。また、東京湾横断道路漁業影響調査報告書3)によれば、東京湾奥部には夏季

（６～９月）に酸素飽和度２０％未満の低酸素水塊が発生するが、その挙動は潮汐や風と密接に

関連し、その中心位置は多摩川河口も含む東京湾奥部の様々な場所が考えられている。しかしな

がら、Ｓｔ、１，４の様な河口干潟域では、同時期においてもＳｔ、２，３の底層てＷられるような

極端な溶存酸素量の低下はみられず、出現魚種数についても大きく減少する事はなかった。Ｓｔ

、１，４は河口に堆積した砂泥質（主として砂質）の干潟で干潮時には露出し、大気から酸素が

供給され易いため、干潟の水質浄化能力によるものと考えられる。

主要魚種の出現状況を東京湾でこれまでに得られた知見と比較すると、東京湾のカタクチイワ

シは本州太平洋系群の一部で、湾外から来遊するものが大部分を占めると言われ、カタクチイワ

シ卵の主分布域は７～８月に東京湾奥部にまで広がる事が知られている4)。本調査でも、仔魚は

７月から出現して１２月には４～５ｃｍに成長していることから、これまでの知見とほぼ変わらな

い結果となった。

スズキについては､東京湾では4)産卵期が１０月下旬～２月下鼠あるいは１１月下旬～３月下旬で産卵

場は比較的外洋水の影響を受ける湾口部で稚魚にとっては、藻場や大きな河口域が適していると

されている。本調査では、スズキ稚仔魚の出現は３，４月に河口干潟域であるＳｔ、４に多かっ

たことから、江戸川河口域二枚洲周辺は都内湾におけるスズキの主要な生育場になっているもの

と考えられる。

マハゼについては、都内湾域における産卵期は２月下旬～４月中旬、産卵場は多摩川、旧江戸

川河口、１５号埋め立て地等である５)。出現個体数が多いのは６月まででこの後は減少する。こ

れは、成長にともなって、遊泳力が活発となり、本調査で使用した漁具では、採捕できなかった

事も考えられる。本種は汚濁に強い魚種と考えられているが、本調査でも溶存酸素量が最も低下

する７月のＳｔ、２では本種のみが代表的出現魚種となった。
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アイナメの産卵期は冬期、１１～１２月で湾内の比較的浅所にある岩礁地帯や人工構造物に

卵塊を産みつける。東京湾内では４)、３月になると４～５c〃の稚魚が岸壁や藻場などに分布す

るようになると言われている。本調査では、出現する時期とサイズはこれまでの知見とほぼ同

じであるが、生息域は河口域以外に沖合砂泥域にも及んだ。

マアナゴについては、産卵場所が外洋の深海とされ、東京湾では産卵していないとされてい

る事から4)産卵生態については不明な点が多く、また、幼生であるしプトセファルス（葉形仔

魚）についても採捕例が少なかった。本調査では、合計１０個体のレプトセファノレスが採捕さ

れ、しかも、沖合砂泥域であるＳｔ、２で４月から７月にかけて採捕された。この海域はマア

ナゴの漁場でもあることから、Ｓｔ、２の周辺海域は都内湾におけるマアナゴ稚魚の主要な生

育場と考えられる。

キスについては、産卵場所は東京湾の湾中央部から湾口に至る海域、産卵期は６～９月と考

えられている４)。稚魚は１０mm前後で着底し沿岸の浅場に集中すると言われているが、本調査

でも、８月に１２，１前後の仔魚が河口干潟域である８ｔ、１，４、特にＳｔ、１に多く出現し

ていることから、都内湾域においては、多摩)Ⅱ河口域がキス稚仔魚の主要な生育場になってい

るものと考えられる。

コチについては、東京湾では４)、仔稚魚期や幼魚期は東京湾中央部～奥部海域の河口干潟で

過ごし、成長にともなって沖合いへ出るものと考えられている。産卵期についてはＢ東京湾で

は知られてないが、瀬戸内海では産卵期は６)６～７月、産卵場は沿岸域と考えられている。本

調査結果でも、７月に全長９１mm前後の稚魚が河口干潟域であるＳｔ、１，４に多く出現し成長

する事がわかった。この事から、都内湾域では多摩)Ⅱ河口域、江戸川河口域三枚’'１周辺はコチ

稚魚の主要な生育場と考えられる。

マコガレイについては、東京湾では４)、産卵期が１１月～２月、産卵盛期は２月とされてい

る。産卵場は、東京都羽田地先や千葉県船橋等の東京湾奥部の沿岸海域である事が知られてお

り、稚魚期は東京湾奥部から東京湾中央部にかけて広く分布する。本種は、イシガレイとは異

なって砂泥域にも生息すると言われており、本調査でも２月に全長１０ｍｍ前後の大きさで、砂

泥域であるＳｔ、２，３や河口干潟域であるＳｔ，１，４に出現し７月には１００ｍｍまで成長

する事から都内湾全域に稚魚が分布しているものと考えられる。

イシガレイについては、東京湾では４)、産卵期が１２月～１月、産卵場は、東京湾奥部と考

えられており、稚仔魚は２月から東京湾奥部に広く分布する。本調査では３月に全長１７mm前

後の大きさで特に河口干潟域であるＳｔ、１，４に多く出現し８月には１１５ｍｍl前後にまで成

長する。本種の稚魚はマコガレイ稚魚と異なり、砂泥域であるＳｔ、２には全く出現しなかっ

た事から両種の生息環境は異なると言えるが、いずれの魚種でも河口干潟域には多く出現する
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事から多摩川河口域、江戸川河口域二枚洲周辺は都内湾の主要な生育場と考えられる。

以上の事から、サッパ、カタクチイワシ、マアナゴ、スズキ、キス、マハゼ、アイナメ、コチ、

イシガレイ、マコガレイ等の主要な１０魚種は都内湾域を成長の場として利用している事がわか

った。これらの魚種のうちカタクチイワシ、マハゼ、マコガレイ、アイナメ等の魚種は河口干潟

域、沖合砂泥域の両方、サッパ、スズキ、コチ、イシガレイ、等の魚種は主として河口干潟域、

マアナゴは主として沖合砂泥域で成長しているものと考えられる。

最近の研究によれば干潟は水質の浄化機能だけでなく、魚類の産卵の場や仔稚魚の保育機能を

持っていることが明らかにされている7,8）。本調査でも、多摩川河口域や|日江戸川河口域は内湾

の水質が最悪となる夏季でも、稚仔魚の生育場として魚類に利用されていることが明らかである。

このことは、沖合域が低酸素状態になった場合でも、魚類の逃避場として機能することも考え

られ、魚類を始めとする都内湾に生きる生物にとってたいヘタん重要な意義を持っている場と考えら

れる。
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表２－１月別・地点別出現魚種と個体数

后7コは同一月に２回調査を実施した。

－４９－

－－ １９８４丘匡

出現

６

１ ２ ３ ４

７

１ ２ ３ ４

８

１ ２ ３ ４

９

１ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サッパ

マイワシ

カタクチイワシ １ １

４

３

9８０

５０５

２００７

４

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

１

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

1５

２

２

ハダカイワシ目 エソＳＰ．
1

ヨウジウオ目 ヨウジウオ ２

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コンョウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アンシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

６

1３

13/7０

8/１
3８

２

5/７

５８

９

1/1１

５

27/1０

１ /30

２

１

１

４

７

1９

7０

１

９

７

１

4７

1４３

１

2２

１

３

３

１

8０

・
６

２

２ 1９

6６

２

１

１

2６

１

３

２

３

１

３

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１

4／２ 1／２
1４ 4０ 1６ ２４

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハクタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

7／３
62/1７ 47/1２

４

１

１ １

８ ９

１

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカンタピラメ

ウシノシカＳＰ．

１

４

１

１ 21/７ ４

１

１

６ １

フグ目 クサフグ

不明魚

出現魚種数（計） ７ ８ ６ ９ 1０ １ １ ４ 1２ ２ ３ 1３ ６ 0 0 ４



表２－２月別・地点別出現魚種と個体数

－５０－

１９８４

１０ １１ １２

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

１９８５

１

１ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ
●

'、

マイワシ

カタクチイワシ

３

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタ》カイワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ

トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

２

１

ヒメハゼ 1６ ２ １ ３ ６ ５ １ ４

スジハゼ １

アシシロハゼ ２ １

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ． １ ９

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギンポ １ ４ １ ６

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２ 1２ ２ １ ３

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ． ４

１

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

フグ目 クサフグ

不明魚

出現魚種数（計） ３ ３ １ ２ ３ ３ 1 ２ １ 0 １ ２ ２ １ ３



表２－３月別・地点別出現魚種と個体数

－５１－

１９８５

２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サッペ

マイワシ

カタクチイワシ

1０

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタ;力イワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

７

１

５

４

１

1.124

２

１

６

１

1７

1８

2８ ７

２

５

9０６

1４３

８

５

1,542

198

1,844

１１

１

1１ ２

１

１

４

３

１

１

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ． １

１

８

８

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

１

カレイ目 インガレイ

‐マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

１ 1１

４３

1０ １

フグ目 クサフグ

不明魚 ２

出現魚種数（計） ４ ５ １ ６ ２ ３ ８ ６ ３ ３ １ ０ ４



表２－４月別・地点別出現魚種と個体数

－５２－

１９８５

６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

'、

マイワシ

カタクチイワシ

６ ４０ ６０

１

５ ６

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタ労イワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テンジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ ．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギンポ

1０

５

３

２

２

１

６

８

２

１

６８

１

５

１

２

１

１

1６

１

１ １

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１

２

２ １ ２ ２

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

２

フグ目 クサフグ

不明魚 １ ３

出現魚種数（計） ５ ３ ４ 0 ３ ６ ３ １ ７ ３ ０ 0 ３



表２－５月別・地点別出現魚種と個体数

－５３－

１９８５

１０ １１ １２

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

１９８６

１

１ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サッペ

マイワシ

カタクチイワシ
２

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタ;カイワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コンョウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

２

１

1０

２ ２ ９

１

１

３ ７

７

１

４０

６

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１

４ ３ １ １ １

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

１

２

５

１

１

９

３

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

フグ目 クサフグ

不明魚

出現魚種数（計） ２ ５ 0 ２ ２ １ ３ ２ ３ ０ ３ １ ３ ２



表２－６月別・地点別出現魚種と個体数

－５４－

１９８６

２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

〃、

マイワシ

カタクチイワシ

1７

１

５ １ １ 1２

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ﾊﾀﾂＷワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチブ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ ３

９

１

５

１

４１

4２

１

1４

３１

2３

7５

１

2０

９

３

1１

２

９

７

１

4８

1８

１

１

１１

１

１

７

２

８

１

１ ６

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２ ７ ２

１ １

４

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

４

９

２

１

1０

１

２

１ １

５

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

1４

1０ １

1００

1２０

４

２ １

2７１

１

１

１

９

フグ目 クサフグ

不明魚 ２ 1

出現魚種数（計） １ ３ １ ７ ２ ３ ６ ７ ６ ８ ７ ７ ８ ２ ３



表２－７月別・地点別出現魚種と個体数

－５５－

１９Ｂ６

６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシソ目 コノシロ

サッパ

マイワシ

カタクチイワシ
５

１

２ ４ 1２

２９０

2,449

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

１

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタツワイワシF１ エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ １ １ ２ １

トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ １ ８ ２ １ ２ ３

スジハゼ
１

アシシロハゼ

マハゼ ５ 2３ １ １ ４５ ２ ２ ２ ２

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ
９ １

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ １ ５
１

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１ ３

２

３

１ １ ６

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

1６ ７

１

６

７

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

1２

２

２ 2０

１７

２

フグ目 クサフグ

不明魚

出現魚種数（計） ３ ３ ０ ９ ６ １ ０ 1０ ３ ２ １ ３ 1０ ０ 0 １



表２－８月別・地点別出現魚種と個体数

－５６－

１９８６

１０ １１ １２

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

１９８７

１

１ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

’、

マイワシ

カタクチイワシ ３ １

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタ;f)イワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ビリソゴ

コモチジ ヤ ．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギンポ

2４

１

１

２

５

７

３ 2０２

２

２ １

５

１

２

4３

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１ ２

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

２ ２

９

４

１ １

1９

１

１

１ ４ ２

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

フグ目 クサフグ

不明魚 ８(3Fli）

出現魚種数（計） ４ １ ０ ３ ５ ０ １ ３ 0 ０ ３ １ ５ ２ ６ ２



表２－９月別・地点別出現魚種と個体数

－５７－

１９８７

２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

'、

マイワシ

カタクチイワシ

１

1８ ２

8３

１

2８ ３

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ ６ ２ ８

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

'､ｸrツウイワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ
１ １ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギンポ

3/６

2/２

２

２3/4１

163/902

20/７

５

2１９

２

５

３

６

５

３

３

４３

１７

6３

4/１

9/９

１

2/１

4/1３

24/25

１

２

1１

1／１

37/１

2４

569/６

８

1１

６

１

１

１

1７

５

５

１

７

1２

2４

２

１

２

１

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２ １

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

2/７ １ 23/９ １０/２ 13/３ 1０

３ ７１ 8１

１

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

１ 4４

1/１

25/７
1４ １

２

フグ目 クサフグ

不明魚

出現魚種数（計） ８ ６ ４ ７ ５ 1０ ３ 1１ ４ 1１ ７ ５



表２－１０月別・地点別出現魚種と個体数

－５８－

1９８７

６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ､ツ

●

'、

マイワシ

カタクチイワシ １ 1８ ６

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ ４

コイ目 ウグイ

コイＳＰ ●

ハタ}カイワシ目 エソＳＰ
●

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ １

トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ １０ ４ ５ ７

８

３

１

２

１１

１

スジハゼ 3４ ７

アシシロハゼ １

マハゼ ４ １ 1０ １ ４ ･１ １

エドハゼ

ピリソゴ １

コモチジ ヤ ．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ １

チチブ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ １

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２

１

1４９ ３ １

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

１

1０

３

８

４

６

２

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

３

フグ目 クサフグ ２

不明魚 １ １

出現魚種数（計） ５ ０ ２ １ ３ ７ ２ ７ ４ 0 ０ １ ５ １ ３ ４



表２－１１月別・地点別出現魚種と個体数

－５９－

１９８７

１０ １１ １２

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

１９８８

１

１ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サッペ

マイワシ

カタクチイワシ ７ ２

１

８ 8０ １ 1７２ １

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ
１

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

'､ﾀ;カイワツ/目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ
１

▼

トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コツ国ウグイ

シマイサキ

ヒメハゼ ２ ２３ 1８７ ４６ ３ 3４

スジハゼ 3７ ３ 1０ ３ １ ３

アシシロハゼ

マハゼ ２

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ
１

チチプ

ハゼＳＰ．
４

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ １ ２ ２ ７

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

４ 1２ 1９

ウパウオ

目

不 ズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

６

１

３１ 9２ 1１

４

２ ３ ３８ ４ ５

３

１ ９ ４

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ ●

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

フグ目 クサフグ

不明魚
１ ３

出現魚種数（計） ５ ３ ２ ７ １ １ １ ７ ３ ２ １ ５ ２ ３ ３ ４



表２－１２月別・地点別出現魚種と個体数

－６０－

１９８８

２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

’、

マイワシ

カタクチイワシ

５

1４

４

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ １ １ １ ８ １ １

コイ目 ウグイ

コイＳＰ ●

'､ﾀﾗｩｲﾜﾂﾞ/目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テンジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ ．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

９６

１

９

１

1３６

４

２

2０

１

２

3４３

３３１

３

2８０

1２６

７

2９

８

1９７

９

２

１

２

1０３

１５

１

1０

1７

9０９

7３

5１

４１

2０

２３

１

２

1９

1９５

2０

１

１

１

1３

３

５

４

５

７

114

５

５

5３

４２

５

２

6６

７

２２

２

６２

3,200

1６

2４

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１ ３ １

２ １

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

1１

８

１

２

８ 4４

2９ 1１

１

1６ 8０ ２１ ４６ ６

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

３

６

1０９

９

１

１

1３

1

１ ３

フグ目 クサフグ

不明魚 １ ６ ２

出現魚種数（計） ４ ３ ５ ８ ６ ５ ７ 1１ ８ ５ ４ １１ ３ ８ ９ ８



表２－１３月別・地点別出現魚種と個体数

－６１

１９８８

６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サッペ

マイワシ

カタクチイワシ

１

１

1４

１

７８

2５

1７

３ 1５

１

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ 2７ ８

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

１

ハク「ｿ)イワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ
１ １

トウゴロウイワシ

スズキ １ ４

テソジクダイ
１

シロギス
1６１

ヒイラギ
１ １

クロサギ

シログチ

コンョウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ 2２ ６ １ １ 1２ ９ ３１ ５ １

スジハゼ 4９ ８

アシシロハゼ １

マハゼ ３ ２ １ ６１ ２ ４ １１ １２ ２

エドハゼ １

ピリソゴ ６

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ
３

チチプ

ハゼＳＰ． 1,188 １ 3２ ９ 1７ １

ナペカ

ナペカＳＰ．
３

ギソポ
１

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

６

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

4５ １

２

３ １

2７ １ ９ ３

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

１

フグ目 クサフグ

不明魚
９

１

出現魚種数（計） ３ ５ ２ ８ １ ８ ０ ２ 1０ １ ０ ６ ６ ７ ４ ４



表２－１４月別・地点別出現魚種と個体数

－６２－

１９８８

１０

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 1 ２ ３ ４

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

’、

マイワシ

カタクチイワシ

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

へﾀﾂ)イワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ

トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

８

シマイサキ

ヒメハゼ 2５ ３

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ １

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチブ

ハゼＳＰ． ２

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ． ４

１

４ ２

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲンコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

フグ目 クサフグ

不明魚 １

出現魚種数（計） ３ ３ ２ ２



表３－１全域（Ｓｔｌ～４，通算）における年別・月別出現個体数

－６３－

１９８４

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 年計

１９８５

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ニシン目 コノシロ

サッペ

マイワシ

カタクチイワシ ２

４

３

１２，９８７

5０９

１ ３

１

４

12,991

５１５

1０ 4６ 6０

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ

１ １

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

1５

２

２ 1７

２

ハタ;力イワシ目 エソＳＰ． １ １

ヨウジウオ目 ヨウジウオ ２ ２ １ １

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

２

33/1０

6/1８
1３

72/1００

8/１
３８

1６

１

１

１

１３

1４

１９

１

７０

６８

6６

1４５

１

２

4８

６

３

３

３

１

8０

１

３

２

６

１

1８

１

1０

１

２

1０

３

１

２

7３

6６

1４５

３

１

２

1３８

３１

1６

１８９

９

3８

２２

４

２

1７６

１

２

１

1０

1１

４

１

７

1,124

１

７

１

1１

９４２

1６０

２８

５

１

1,553

1９３

1,844

１１

３

７

１

１

１

１０

５

５

２

９

８

２

１

２

５

8５

１

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

１

5/４
５４ ４０ 1４ ３

１

９

１１１ ３

１

８

１

８ ２

１

５

ウパウオ

目

不 ズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

8/３

､2/2７
４

１

1７

１

４

１

１２

1４１

２５

１

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノシカＳＰ．

21/９
４

１

４

１

６

１

１ ４１

５

１

１

1２

４３

1０ １

２

フグ目 クサフグ

不明魚
２ ４



表３－２全域（ＳｔＪ～４、通算）における年別・月別出現個体数

－６４－

１９８５

９ 1０ 1１ 1２ 年計

１９８６

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１

ニシン目 コノシロ

サ ツ

Ｏ

／、

マイワシ

カタクチイワシ

1１

２

１２７

３

1７

１

５ 1４ ５

１

２ １６

２９０

2,449 ３

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ １

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

ハタシケイワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ 1 ３ ３ ３

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

１

２

２

３

1０

1１

１

１

1０

６

６

１

１

８１

６

５

3,726

194

2,005

１

1０

１

６１

７

4７

９

４

３６

２

6４

1３１

4９

2９

3０

１

９

1３

1３

１６

１

８

９

2８

６

３

１

４７

９

２

４

３

４

１

１

2６

６

１

７

2０５

２

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２

１

４ ３ ２

1２

2７

１

１

１

Ｏ
Ｓ

１１

１

４

１

４ ３

３ 1 ６

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

１

２

５

１

１

９

２

1３

５

３ ４

９

２ １

1２

１

２

５ 1６ ７

１

６

７ ４

９

２３

２

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタビラメ

ウシノシカＳＰ．

４５

2３

１１４

１３１

２８５

４

1０

１

1２

２

２２

1７

２

フグ目 クサフグ

不明魚 ３

出現魚種数（計） ４ ８ ５ ６ ２５ ４ ４ ９ 1５ １１ ９ 1２ ６ 1０ ５ ６



表３－３全域（Ｓｔ、１～４、通算）における年別・月別出現個体数

－６５－

1２ 年計

１９８７

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ １１ １２ 年計 １

ニシン目 コノシロ

サ ツ

｡

'、

マイワシ

カタクチイワシ

2９４

１７

2,494 １

１

1８ ２

8３

１

１

３１ １ 1８ ６

１

１７ 8１ 1７３

２

２

2０

４１１

１

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ １ ６ ２ ８ ４ １ ２１

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

'､夕6カイワヅ/目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ ７ １ ２ １ 1 １ １ ７

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コンョウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシシロハゼ

‐マハゼ

エドハゼ

ビリソゴ

コモチジャコ

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチブ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

２

８５

3３

2９０

１

1２９

２

7３

1０

2１３

１

３

4８

14/６

2/２

3/２

291/(4１

182/302

93/７

37/１

32/1４

602/5１

8/２

16/２

８

2９

3１

１

８

１

８

1９

４

１

８

1０

４１

１

1１ ５

１

１１

１

２

１

２

１

2５

４０

２

､

１

1８７

1０

１

２

４６

３

７０

５

1０

3５０

1２３

１

1,040

１

５０３

１

２

1７８

3７

４

４

９

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

２２

1３

３

３ １

1５１ ４ ４ 1２ 1９

３

４

1９０

ウパウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

１

１

2８

８４

４

７ 3/７ 56/1４
1５５

１

１

１０

３

８

４

６

２

６

１３４

５

４３ ９

３

1１７

3４５

1５

1４

カレイ目 イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカシタピラメ

ウシノンカＳＰ．

４４５

1５５

4５ 25/７

15/１

２

１ ３

7９

2０

フグ目 クサフグ ２ ２

不明魚 8(3種） １ １ １ 1１ ３

出現魚種数（計） ４ ２１ 1０ 1１ 1３ 1６ ６ 1５ ４ １１ 1０ ７ ９ ３２ ７



表３－４全域（Ｓｔ、１～４，通算）における年別・月別出現個体数

－６６－

１９８８

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 年計

ニシン目 コノシロ

サ ツ

●

／、

マイワシ

カタクチイワシ

1４

５

４

１

１

1４

１

7８

２６

1８

１８

４３

1０２

3６

ウナギ目 ウナギ

マアナゴ １ ２ 1０ 2７ ８ ４８

コイ目 ウグイ

コイＳＰ．

１ １

ハク『ラワイワシ目 エソＳＰ．

ヨウジウオ目 ヨウジウオ １ １ １ ３

スズキ目 トウゴロウイワシ

スズキ

テソジクダイ

シロギス

ヒイラギ

クロサギ

シログチ

コショウダイ

シマイサキ

ヒメハゼ

スジハゼ

アシンロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

コモチジ ヤ
．

ミミズハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

ナペカ

ナペカＳＰ．

ギソポ

１

４

１

5９５

１

3４４

1５

2６

２

1,489

1２６

9５

９０

１

1５

1９

2４０

２５

４７

７

５

6９

1１９

3,363

５

1６

2７

2８

１

２２

４９

1

６７

１

６

1,188

８

８

６

１

４

１

1２

2３

３

４１

３

１

１

1６１

４６

２

1８

１

８

２８

１

２

2２

６

９

1６２

２６７

2０２

1

5,786

６

1７４

2７

３

1,396

３

４７９

カサゴ目 カサゴ

ムラソイ

アイナメ

コチ

ホウポウ

クサウオＳＰ．

４ １

３

６

３

1１

ウバウオ

目

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

1２

1０

5２

４０

１

9６ 7３ 4６

２

３ １

3７ ３

１

1０

６５

２８４

5２

カレイ目 インガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

ゲソコ

アカンタピラメ

ウシノシカＳＰ．

３

６

1０９

９

１

1３

１

１

４

１

８

1２９

９

２

フグ目 クサフグ

不明魚 ７ ２ ９ １ １ ２３

出現魚種数（計） 1１ 1４ 1７ 1４ 1４ ８ 1３ 1４ ７ 3３



表４－１魚類の測定結果（１９８４年６月５日）

－６７－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ カタクチイワシ

ヒメハゼ

マハゼ

エドハゼ

１
６
３
８

１

１

１３

９１．４

１０．６ 1.4 １３．８ 8.2

Ｓｔ、２ カタクチイワシ

スジハゼ

マハゼ

アイナメ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

マコガレイ

アカシタビラメ

１
５
８
４
７
２
４
１

５
６

５８

４

１０．２

５６．９

1８

5.5

１３．６

６２．４

６

４７．８

Ｓｔ、３ スジハゼ

アイナメ

ハタタテヌメリ

１

１

４７

Ｓｔ、４

リメ

チ
ヌ
イ

ゼ
ゴ
テ
レ

ハ
ゼ
ポ
ミ
タ
ガ

メ
〈
ソ
ズ
タ
シ

ヒ
マ
ギ
ネ
〈
イ

７
１
１
１
１
１

２
２

１

２１

２２．５

６２．７ １５ １０９．１ ３８．３



表４－２魚類の測定結果（１９８４年６月２９日）

－６８－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ アシシロハゼ

マハゼ

エドハゼ

ビリンゴ

イシガレイ

３
０
１
８
１

１
７

３

７０

１

５５．１

６２．９

9.6 ７９．５ ３４．８

Ｓｔ、２ ヨウジウオ

テンジクダイ

スジハゼ

ハゼＳＰ．

アイナメ

カサゴ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

２
２
７
９
２
１
３
７

１

Ｓｔ、３ スジハゼ

ハゼＳＰ．

アイナメ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

イシガレイ

１
５
２
２
４
１

１
１

１ １２２．９

Ｓｔ、４ ウグイ

コイＳＰ

ヒメハゼ

マハゼ

●

ハゼＳＰ．

イシガレイ

５
２
０
０
２
７

１
１
３

３０

７

４５

７８．１

6.7

１３．４

６４．４

１０２．１

２８．３

５９．７



表４－３魚類の測定結果（１９８４年７月２７日）

－６９‐－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全 長（↑１W､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ コノシロ

ウナギ

トウゴロウイワシ

ヒメハゼ

マハゼ

ヒモハゼ

ハゼＳＰ．

ハタタテヌメリ

イシガレイ

マコガレイ

４
１
１
４
７
９
０
１
４
１

１
７

４
７

４
１

８
７

１
５

●
●

●
●

４
６

４
９

１
８

０
８

１

２
６
１

●
●

●

４
０
８
１
１

２２

９９

１２４．７

１２

６３．３

７６．６

Ｓｔ、２ シログチ １

Ｓｔ、３ カタクチイワシ ３ ３ ９２６ 6.7 １０１．６ ８５．６

Ｓｔ、４ ウグイ

ヒメハゼ

マハゼ

シマハゼ

２
９
７
１

７ ６７．１ ２４．９ １００ ３３



表４－４魚類の測定結果（１９８４年８月２８日）

－７０－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長 （nm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サ ツ

●

’、

シロギス

シロサギ

シマイサキ

ヒメハゼ

マハゼ

ヒモハゼ

シマハゼ

チチプ

ハゼＳＰ．

コチ

ネズッポＳＰ．

０
７
３
１
２
１
３
３
１
０
４
８

８
４
４

２
８
１

９
１

４７

１

１４

１１．９

７４．１

１６．６

1.8

4.4

１６．８

２６．３

８

９．７

Ｓｔ ● ２ スジヘゼ

マハゼ

６
２

２ ９２．８ ２４．３ １１７．１ ６８．５

Ｓｔ、３ カタクチイワシ

シロギス

ウシノシタＳＰ．

５０５

２

１

１００

２

２１．９

１３．３

２．２

０．２

３２

１３．５

１７

１３．１

Ｓｔ、４

シ
●

ワ
イ

Ｐ
イ

ダ
キ

Ｓ
イ

チ
Ｒ
ス
ギ
ギ
ウ
サ
ゼ

ポ
し

．
（
ク
Ｓ
ギ
ラ
サ
ヨ
イ
（
カ

ツ
ガ

プ
タ
ソ
ロ
イ
ロ
シ
マ
メ
・
ヘ
チ
ズ
シ

サ
カ
ニ
シ
ヒ
ク
コ
シ
ヒ
ナ
コ
ネ
イ

７
４
１
９
６
２
１
１
６
１
０
９
６

０
１
６

２
４

０
，

２１

１９

４０

６

１５．６

１５．６

１１９．４

3.8

2.9

１４．８

２５．５

２２

１４４

９．６

9.1

９３．７



表４－５魚類の測定結果（１９８４年９月２６日）

表４－６魚類の測定結果（１９８４年１０月２７日）

－７１－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（nm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

イ

チ
ス
ゼ

レ

グ
ギ
ハ
プ

ガ

ロ
ロ
メ
チ
チ
シ

シ
シ
ヒ
チ
コ
イ
ー

２
３
３
１
６
１

１

３

１６

１

３１．８

２７

１１６．３

1.4

２５．６

３３

７６．６

２９．８

９．２

Ｓｔ、４ サッパ

ヒメハゼ

コチ

ネズミゴチ

１
３
４
１

２

２４ ３９．６ １４ ７７．２ 9.5

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サッパ

ヒメハゼ

ハゼＳＰ．

３

１６

１

Ｓｔ、２ スジハゼ

ハゼＳＰ．

ネズッポＳＰ．

１
９
４

Ｓｔ、３ カタクチイワシ １ １ ２２

Ｓｓ、４ ヒメハゼ

ギンポ

２
１



表４－７魚類の測定結果（１９８４年１１月２２日）

表４－８魚類の測定結果（１９８４年１２月１３日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

５０．５ ４７

１５４

表４－９魚類の測定結果（１９８５年１月２４日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ．

－７２－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

アシシロハゼ

コチ

１
２
２

１

２３

２

４６

３７．８

８８．８

1.3

２８．８

３９．１

１１７．６

３６．５

６０

Ｓｔ、２ シロギス

ヒメハゼ

アシシロハゼ

２
３
１

２
３
１

３５．５

２２

５０

1.5 ３７

２４

３４

１９

Ｓｔ、３ ハタタテヌメリ １ １ ３８

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

コチ

６

１２

６

１２

３８．８

６１．３ １７．２

５５

１００

２１

４３

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（、）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ コチ ２ ２ ５０．５ 3.5 ５４ ４７

Ｓｔ、２ コチ １ １ １５４

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

ギンポ

５
４

５
４

４０．５

１４

５２

１７

２３

１０．５

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

ギンポ

１
１

１
１

３１

８．５

Ｓｔ、３ スズキ １ １ ９

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

ギンポ

コチ

４
６
３

４
６
３

５９．８

１３．３

６０ 7.9

６８

１９

７１

４３

６

５３



表４－１０魚類の測定結果（１９８５年２月２０日）

最大値 最小値Ｓ、平均値

表４－１１魚類の測定結果（１９８５年３月３０日）

－７３－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

エドハゼ

ギンポ

マコガレイ

７
１
５
１

７
１
５
１

５２．７

２２４

４．６ ５７

２８

４３

１４

Ｓｔ、２ スズキ

シマイサキ

マハゼ

ギンポ

マコガレイ

４
１
４
２
１

２
１

１
９

１

４
１
２
２
１

１
１

１ ８
３
７

５
●

●
●

５
１
８

１１ ９
６
２
２

●
●

●

０
０

１

３
５
５
１

●

１
７
１
１

１
５
１
７

１
１

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､，､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１
ゼ
ゴ

キ
〈
ゼ
ソ
ポ
種

ズ
メ
ハ
リ
ン
明

ス
ヒ
マ
ピ
ギ
不

１
６
１
７
８
２

１
１

１
６
１
７
８
２

１
１

２
７
５

●
●
●

２
４
４

４
３

0.5

５０

４１

５

３１

３２

４

Ｓｔ、２ マハゼ

クサウオＳＰ．

２８

１

２８

１

7.8 １１ ５

Ｓｔ、３ マハゼ

ギンポ

アイナメ

７
２
１

７
２
１

１０．３

２２．５ 0.5

１２

２３

７

２２

Ｓｔ、４

イ
イ

ゼ
ゴ

レ
し

ぺ
く
ゼ
ン
ポ

ガ
ガ

ッ
メ
〈
リ
ン
チ
ン
コ

サ
ヒ
マ
ピ
ギ
コ
イ
マ

０
５
６
３
８
８
３
０

１
０
４

４
１

９
１

０
５
１
３
８
８
３
０

１
９
４

４
１

１

６
４
８
１
１
６
７
９

●
●
●

●
●
●

１
５
０
９
３
５
０
０

３
１

７
２
２

１
５
８
２

●
●
●

９
５
５

１

８
３
５
３
４
９
８
５
●
●

１
５
１
１
３
０
０
９

１
３
２

２
２
９
７
９
２
６
４●
●

１
２

２
５
２
３

１
１



表４－１２魚類の測定結果（１９８５年４月２３日）

表４－１３魚類の測定結果（１９８５年５月２２日）

平均値 Ｓ、 最大値 最小値

Ｕ6１３２ １３５ １０．５

－７４－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（w､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

ゼ
ゼ
ゴ

メ

ハ
ゼ
〈
ソ
ポ
ナ

メ
〈
Ｆ
‐
リ
ソ
イ
ー

ヒ
マ
ニ
ビ
ギ
ア

５
２
３
４
１
８

４
９
４
１

５
１
８

９
，

１
１

５
４
３
４
１
８

５
９
４
１

１
１
８

？

１

８
７
０
０
５
６

●
●

●

９
２
１
１
４
４

４
１

５

７
２

６
６

●
●

１
１

４

７４

１５．５

５３

６２

８
０

７
７

２
１

３
４

Ｓｔ、２ スジハゼ

マハゼ

ハタタテヌメリ

１

１１

１

１

１１

１

６３

１１．５

３６

5.7 １４．８ 5.7

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ マハゼ

ピリソゴ

ミミズハゼ

２
１
１

２
１
１

１３．８

８．７

１４

０．３ １４．１ １３．５

Ｓｔ、２ マハゼ ４ ４ １１．６ 3.2 １３．５ １０．５

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

マハゼ

ギンポ

マコガレイ

３
１
１
１

３
１
１
１

３
７
１
５

●
■

２
２
７
９

５
１

6.8 ５９ ４３



表４－１４魚類の測定結果（１９８５年６月２１日）

平均値 Ｓ、 最大値 最小値

表４－１５魚類の測定結果（１９８５年７月１９日）

最大値 最小値平均値 ＳＤ

－７５－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

ギソポ

ホウポウ

０
５
３
２
１

１ ０
５
３
２
１

１ ３
４
７
４
０

●

６
６
７
８
３

５

３
５
６
２

●
●

１
６

１ ２
３
５
６

８
７
６
８

８
８
９
２

４
５
４
８

Ｓｔ、２ ヨウジウオ

マハゼ

アイナメ

１
２
２

１
２
２

２００

１７０

１２０．５

２０

４．５

１９０

１２５

１５０

１１６

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サッパ

ヒメハゼ

マハゼ

イシガレイ

６
１
６
２

６
１
６
２

２
０
７
５

●
●
●

１
６
１
９

１
１
２

１

１
９
５

●
●
●

１
０
４

１３

１３

１３４

９．７

１０．５

１２５

Ｓｔ、４ サ ツ

Ｏ

’、

ヒメハゼ

マハゼ

４０

８

２

４０

８

２

１４．８

６７．１

１２

1.2

６

１

１７．５

７９

１３

１２

５９

１１



表４－１６魚類の測定結果（１９８５年８月１６日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

１１８５

－７６－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（'１m）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

コチ

不明種

１
１
８
１
２
１

６

１
１
８
１
２
１

６

７
０
５
５
８
４

０
■
●

０
７
１
３
１
１

１
１
１
１

0.8 １２．６ １１

Ｓｔ、２ スジハゼ

コチ

不明種

５
１
３

５
１
３

５４８

１４

８．７

6.2

５

６２

１５

４５

５

Ｓｔ、３ マハゼ １ １ 8.5

Ｓｔ、４

シワイチ
ス
ギ
ゼ

．
〈
ク
ギ
ラ
ハ
ゼ

ッ
タ
ロ
イ
メ
ハ
チ

サ
カ
シ
ヒ
ヒ
マ
コ

０
１
２
１
１
６
２

６
１

０
１
２
１
１
６
２

６
１

７
５
８
８
８
８
３

Ｄ
●
●

●
●

４
０
１

６
９
８

１
３
１

１

２
８

１
８

●
●

●

１
１

８

７
６

５
１

●
●
●

１
３

１
７

１
１
２

５
０

８
５

●
●

１
１

９

１



表－１７魚類の測定結果（１９８５年９月１９日）

表４－１８魚類の測定結果（１９８５年１０月３０日）

表４－１９魚類の測定結果（１９８５年１１月２６日）

Ｓｔ，２

－７７－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（mml）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ ● １ サッ
●

少、

シロギス

マハゼ

５
１
１

５
１
１

１５．８

１４

１３

2.3 １８．５ １３

Ｓｔ、４
Ｏ

サッハ

マハゼ

コチ

６
１
２

６
１
２

３６

９６

６

２．３ ３９ ３２

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（'１m）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シロギス

ヒメハゼ

２
１

２
１

１７．８

９．５

０．８ １８．６ １７

Ｓｔ、２ シマハゼ

アイナメ

ネズミゴチ

ハタタアヌメリ

ネズッポＳＰ．

０
１
１
２
５

１ ０
１
２
５

１

１０．８

２３

１５

１０

２．１

４

３

１３．５

１９

１３

８

１１

６

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

コチ

２
４

２
４

３９．５

６９

２３．５

３１．７

６３

１１８

１６

３１

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

ハタタテヌメリ

２
１

２
１

６４

６０

９ ７３ ５５

Ｓｔ、２ ヨウジウオ １ １ １８３

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

ギンポ

コチ

９
１
３

９
１
３

２４．８

９０

４８．５

１５

5.3

６６

５６

１３．５

４４



表４－２０魚類の測定結果（１９８５年１２月１９日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

表４－２１魚類の測定結果（１９８６年１月１７日）

表４－２２魚類の測定結果（１９８６年２月１８日）

ＳＤ 最大値平均値 最小値

１７

－７８－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（，､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シロギス

コチ

１
１

１
１

４６

１５６

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

３
１
９

３
１
９

２６

４１

３３

1.4

6.2

２７

４０

２４

２１

Ｓｔ、４ カタクチイワシ

ヒメハゼ

コチ

２
７
１

２
７
１

７２．８

２７．６

８３

4.8

5.6

７７．６

３６．５

６８

１７．５

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､,）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ギンポ ７ ７ １１．３ １ １３ １０

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

ギンポ

ネズミゴチ

１

４０

３

１

４０

３

５
５
３

●
●
●

９
９
９

２
２

2.4

6.3

２２

３８

５

２３

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

コチ

６
１

６
１

３８

４９

１５．１ ６１ １９

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ギンポ ３ ３ １２．７ 6.8 ２２ ６

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

９
４
９

９
４
９

９
５
４

■
●
●

９
５
８

２
３
３

２
２
４

●
●
●

４
７
０

１

３８

４４

６３

２２

２４

２５

Ｓｔ、３ ギンポ １ １ １７



表４－２３魚類の測定結果（１９８６年３月２７日）

最大値 最小値ＳＤ平均値

－７９－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（mw1）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ スズキ

ヒメハゼ

ビリンゴ

ギソポ

ネズミゴチ

イシガレイ

マコガレイ

５
１
１
２
２
４
０

４
４

１
１

５
１
１
２
２
４
０

４
４

１
１

４
９
２
１
３
７
５

●
●
●

●

１
４
８
４
０
１
２

３
４

１

９
９
９
８
２
２

●
●
●
●

●

３
０
３
０

１

０
１
５
１
１
５

●
●

２
１
９
４
２
４

３
１

５
５
５
５
４
０

●
●
●
●

０
６
４
９
１
１

１
２
３

Ｓｔ、２ マイワシ

ヒメハゼ

１７

１

１７

１

１２．９

３２

1.9 １７ １０

Ｓｔ、３ ギンポ

マコガレイ

不明種

１４

１

２

１４

１

２

３３．８

１２．５

１５

２．６

３

３８

１８

２８

１２

Ｓｔ、４ スズキ

ピリンゴ

ギソポ

イシガレイ

マコガレイ

不明種

１
３
５
０
０
１

３
２
７
０
２

１
１

１
３
５
０
０
１

３
２
７
０
２

１
１

２
６
５
６
７
５

●
●
●
●
●
■

６
８
５
５
５
２

１
３
１
１
１

７
９
４
８
３

●
●
●
●
●

１
０
６
２
４

５
１
６
５
３

●
●

８
１
４
４
３

１
２

５
７
５
５
５

●
●
●
●

１
６
０
８

１
２
１



表４－２４魚類の測定結果（１９８６年４月２５日）

－８０－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（１mm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ スズキ

マハゼ

ピリンゴ

ギンポ

アイナメ

ネズッポＳＰ．

イシガレイ

１
９
９
３
２
１
４

１

１
９
９
３
２
１
４

１

７
２
８
８
４
５
８

●
●

●

１
２
７
４
５
４
２

１
３

６
５
５
３

６
●
●
●

２
０
７

６
５
６
７

２
●

１
８
５
５

４

８
７
８
１

７

３
５

２

Ｓｔ、２

リメヌ
イ
ー

ゼ
メ
テ
レ

〈
ゼ
ポ
ナ
タ
ガ

メ
ハ
ン
イ
タ
コ

ヒ
マ
ギ
ア
〈
マ

１
２
９
７
０
２

１
１

１
２
９
７
０
２

１
１

５
８
４
６
３
５

●
●
●
●

●

１
１
４
５
５
０

３
１
４
５

３

５
８
６
２
４
５

●
●
●
●

１
４
３
５

１
１

１
６
６
２
６
６

●

４
３
５
７
７
３

１

７
０
６
６
０
５

２
１
３
２
３
２

Ｓｔ、３
シ

リ

ワ
メ

イ
チ
ヌ
イ

チ
メ
ゴ
テ
し

バ
ク
ゼ
ポ
ナ
ミ
タ
ガ

ッ
タ
〈
ン
イ
ズ
タ
コ

サ
カ
マ
ギ
ア
ネ
ハ
マ

１
５
７
１
２
１
２
１

１
５
７
１
２
１
２
１

４
２
２
８
８
２
７
０

０
●

８
７
２
４
５
５
６
３

６
１

６
９

２
４

●
●

２
０

１

０
４

０
１

７
１

６
８

３
１

６
３

６
１

５
５

Ｓｔ、４

イ
イ

ゼ
ゼ

レ
し

キ
〈
ゼ
ハ

ガ
ガ

ズ
メ
ハ
ド
チ
シ
コ

ス
ヒ
マ
エ
コ
イ
ー
マ

８
８
１
１
１
１
１

４
１

７２

８
８
１
１
１
１
１

４
１

７２

６
１
０
１
０
５
６

●
■

●

０
４
８
５
５
５
３

２
３
１

１
３

３
９

３
●
●

７
７

２８

５７

５６

１１．５

２３．５

１４



表４－２５魚類の測定結果（１９８６年５月２３日）

－８１－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､'１m）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

チ
イ

ゼ
ゼ

ゴ
し

ハ
ゼ
〈
ポ

ミ
ガ

メ
ハ
ド
ソ
チ
ズ
シ

ヒ
マ
エ
ギ
コ
ネ
イ

１
１
１
７
１
１
１

１ １
１
１
７
１
１
１

１ ８
８
９
６
８
６
５

●
●

１
１
５
１
４

６

６
７
１

１２．６

7.8

８１

８５

３７

６１

Ｓｔ、２

シ
リ

ワ
メ

イ
チ
ヌ
イ

チ
ゼ

メ
ゴ
テ
レ

ク
ハ
ゼ
ナ
ミ
タ
ガ

タ
メ
ハ
イ
ズ
タ
コ

カ
上
，
マ
ア
、
不
ハ
マ

１
２
８
４
１
５
１

１
２
８
４
１
５
１

５
５
４
３
４
８
３●

８
３
８
５
６
３
６

３
１
８

７

５
３
３

５
●
●
●

●

８
０
６

８

２

２
２
２

７

４
７
９

８

５
９
６

４

２
７

６

Ｓｔ、３ カタクチイワシ

マハゼ

１
１

１
１

２３

１１．５

Ｓｔ、４ カタクチイワシ

マハゼ

イシガレイ

１２

６

９

１２

６

９

８５．８

１１．４

５９

９
５
４

●
●
●

５
１
３

１

９５

１４

７９

７６

９

２８



表４－２６魚類の測定結果（１９８６年６月２４日）

ＳＤ 最大値 最小値平均値

－８２－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

１
１
５

１
１
５

５８

６８

２２．３ １５．５ ４５ 8.5

Ｓｔ、２ ヨウジウオ

ギソポ

アイナメ

１
１
１

１
１
１

４５

６３

９３

Ｓｔ、４

シ
リ

ワ
メ

イ
オ

ヌ
イ
イ

チ
ウ
ゼ

メ
テ
レ
レ

ク
ジ
〈
ゼ
ポ
ナ
タ
ガ
ガ

タ
ウ
〆
〈
ソ
イ
タ
シ
コ

カ
ョ
ヒ
マ
ギ
ア
ハ
イ
マ

５
１
８
３
５
３
６
２
２

２
１
１

５
１
８
３
５
３
６
２
２

２
１
１

４
６
８
８
４
６
３
２
５

●
●
●
●
●
●
●

９
６
５
４
５
６
５
７
０

９
２
８
０
９
７
９

１

４
１
８
７
２
２
２
５

●
●
●
●
●
●
●
●

１
７
７
３
９
９
９
４

１
１

１

５
７
１
５
９
６
５
５

１
６
４
０
１
０
９
０

１
１
１
１

１

８
４
０
２
７
６
２
６

８
４
１
６
９
７
６
７



表４－２７魚類の測定結果（１９８６年７月２２日）

表４－２８魚類の測定結果（１９８６年８月２２日）

－８３－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サ ツ

｡

’、

カタクチイワシ

ヒメハゼ

マハゼ

コチ

イシガレイ

１
２
２
１
２
２

１
２
２
１
２
２

４
６
５
９
７
５

■

１
１
８
６

２２１

１
５
１
５

●
●

５
９

１７

７４．５

８

１３２

１５

６３．５

６

１１３

Ｓｔ、２ マハゼ １ １ ９．５

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

スジハゼ

マハゼ

シマ゛ハゼ

アイナメ

コチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

イシガレイ

マコガレイ

１
１
５
９
３
１
７
１
０
７

４
２
１

１
１
５
９
３
１
７
１
０
７

４
２
１

１
９
６
３
６
４
３
３
５
５

●
●
●

●
●
●

６
４
０
４
１
３
４
９
６
４

３
５
３
１
１

０
０

１
１

１
１

１
４
１

６
９
５

●
●
●

●
●
●

８
７
２

１
６
６

３
２

１
１
１

６
６
０

０
４
２

７
６
６

３
４
３

１
１

１
１
１

７
９
６

４
５
５

３
０

９
７
６

１

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（w､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

２
２
２

２
２
２

８６

６３．５

８７

２３

１．５

１５

１０９

６５

１０２

６３

６２

７２

Ｓｔ、２ カタクチイワシ

ヨウジウオ

４
１

４
１

２７

６７

１０．６ ３８ １３

Ｓｔ、３ カタクチイワシ １２ １２ ２１ 2.9 ２５ １４

Ｓｔ、４ マハゼ

コチ

イシガレイ

２
１
２

２
１
２

１２３

１９８

９８．５

５

１０．５

１２８

１０９

１１８

８８



表４－２９魚類の測定結果（１９８６年９月１８１日）

表４－３０魚類の測定結果（１９８６年１０月１８日）

平均値 Ｓ、 最大値 最小値

１８．７ ２２ １４

－８４－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サ ツ

Ｏ

’、

カタクチイワシ

マアナゴ

ヒメハゼ

マハゼ

シマハゼ

ギンポ

コチ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

０
９
１
３
２
１
１
６
６
６

９
４

２
４

，

２

０
０
１
３
２
１
１
６
６
６

０
０

１
１

４
２
８
３
２
１
３
５
２
５

●
●

●
●
●
●

８
７
９
４
１
１
１
１
５
０

１
２
１
３
１

１
２
１
２

２
２

３
１

８
５
６

●
●

●
●
Ｃ
●

２
２

７
５
３
４

２

４
４

３
３

４
２
７

２
３

７
１

３
２
２

１

５
８

５
１

６
１
４

１
１

１
１

１
１
１

１

Ｓｔ、４ マハゼ ２ ２ １００ ４ １０４ ９６

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（nm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シロギス

ヒメハゼ

ギンポ

ハタタテヌメリ

４
１
１
２

２ ４
１
１
２

２ ５
４
４
５

●
●

８
１
９
４

１
１

3.1

3.5

２９

１８

１３

１１

Ｓｔ、２ カタクチイワシ ３ ３ １８．７ 3.4 ２２ １４

Ｓｔ、４ シロギス

ヒメハゼ

ハタタテヌメリ

２
５
２

２
５
２

２３

１１

１０．８

３

2.3

２６

１５

２０

８



表４－３１魚類の測定結果（１９８６年１１月１４日）

表４－３２魚類の測定結果（１９８６年１２月１１日）

表４－３３魚類の測定結果（１９８７年１月２２日）

－８５－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

リメ

●

Ｐ

チ
ヌ
Ｓ

ス
ゼ
ゴ
テ
ポ

ギ
ハ
ミ
タ
ッ

ロ
メ
ズ
タ
ズ

シ
ヒ
ネ
ハ
ネ

７
３
９
４
１

７
３
９
４
１

４
７
８
３
０

●
●
●
●

３
２
９
７
６

３
２
２
２

７
３
３
１

１
５
３

３
４
１
０

４
２
４
３

４
１
５
２

２
２
２
２

Ｓｔ、３ ネズッポＳＰ ●
１ １ ２２

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

ギンポ

ハタタテヌメリ

２０２

２

１９

２０２

２

１９

２０．２

１２９

２９．１

３
９
１

●
●

４
４
６

３１

１７８

３８

７

８０

１２

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（nm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、３ ヨウジウオ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

１
１
１

１
１
１

１６８

４８

５３

Ｓｔ、４ ヒメハゼ ２ ２ ２９ １ ３０ ２８

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ カタクチイワシ

ヒメハゼ

ギンポ

ムラソイ

ネズミゴチ

１
１
５
１
１

１
１
５
１
１

２
０
９
７
５

●

７
３
０

４

１

１ １２ ９

Ｓｔ、２ スズキ

ムラソイ

１
２

１
２

８
９

６ １２ ６

Ｓｔ，３ ヨウジウオ

ヒメ ハゼ

ネズミゴチ

不明種

１
２
４
８

１
２
４
８

１８１

２３．５

７３．８

2.5

１９．８

２６

８９

１１

２１

４０

４

Ｓｔ、４ ギンポ

ネズミゴチ

４３

２

４３

２

１１．６

３７

2.6

2.6

２７

２７

９
９



表４－３４魚類の測定結果（１９８７年３月１７日）

－８６－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

チ
イ

ス
◇コ

ゴ
し

キ
ギ
ゼ
ン
ポ
ミ
ガ

ズ
ロ
〈
リ
ン
ズ
シ

ス
シ
マ
ビ
ギ
ネ
イ

３
２
３
３
０
２
１

２
６
２

１

３
２
３
３
０
２
１

２
６
２

１

７
２
３
４
８
６
５

●

●
●
●

９
４
８
７
６
４
１

２

５
３
３
８
９
５

●
●
●
●

０
１
０
４

０
５
１
０
４
１

１
４
１
１
３
５

９
９
６
６
７
１

３
１
４

Ｓｔ、２

シ
ゴ

パ
ワ
キ
ゼ
ソ
ポ

ッ
イ
ズ
く
り
ソ

サ
マ
ス
マ
ピ
ギ

１
８
５
９
２
５

１
１

２

１
８
５
９
２
５

１
１

２

２
７
２
６
６
４

●
●
●

●

１
２
４
７

２

１
１

３

８
５
２
５
２

●
●
●
●
■

１
３
１
０
２

７
９
０
５
５

●

１
１
１
６
３

０
１
５
５
９

●

１
１

５
２

Ｓｔ、３ スズキ

マアナゴ

マハゼ

ギソポ

３
６
６
５

３
６
６
５

３
８
８
６

●
●

●

９
０

１

１
３

１

１
６
１
４

●
●

●

２
７

１

１２

１２４

９

３３

７

１００

６

３０

Ｓｔ、４

チ
イ

ゼ
・コ

ゴ
し

キ
〈
ゼ
ン
ポ
ミ
ガ

ズ
メ
ハ
リ
ン
ズ
シ

ス
ヒ
マ
ピ
ギ
ネ
イ

３
３
３
７
３
１
４

４
１
６

４

３
３
３
７
３
１
４

４
１
６

４

１
７
６
２
８
２
２

Ｓ
●
●

●

１
３
９
８
９
６
７

２
１

７
７
４
４
４

４
●
●
■
●
●

●

３
２
１
１
２

２

１

６
５
２
１
５

３

１
５
１
１
３

２

７
．
８
６
６
５

３

２
２
１



表４－３５魚類の測定結果（１９８７年３月３１日）

－８７－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

チ

ス
ゼ

ゴ
◇．

ミ
ギ
ハ
ゼ
ソ
ポ
ミ

ズ
ロ
メ
く
り
ソ
ズ

ス
シ
ヒ
マ
ピ
ギ
ネ

６
２
２
１
２
７
７

４
０

３

６
２
２
１
２
７
７

４
０

３

７
５
０
３
３
１
５

●
●

●
●

●

１
８
３
９
７
３
３

１
３

４

５
５
３
６
９
２
８

●
●

■
●
●
●

０
２

１
０
３
９

２
１
３
３
３
５
３

１
４
３
１
１
３
６

１
６
７
６
５
４
３

１
３
２

２
３

Ｓｔ、２ マイワシ

マアナゴ

ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ギンポ

アイナメ

ネズミゴチ

マコガレイ

２
２
１
４
４
２
２
０
１

２
１

２
２
１
４
４
２
２
０
１

２
１

５
５
４
３
５
３
５
６
０

●
●

●
●
●

０
３
７
５
０
４
１
４
３

１
８
１
２
１

６
７

５
６
５
９
５
８

●
●
●

●
●

０
３
１

０
５

１

１
３

１
３
２
２
４

１
９

３
１
５
６
０

１

０
４

１
８
４
１
３

１
７

２
３
６
５

Ｓｔ、３ ギンポ

ネズミゴチ

１

１３

１

１３

４１

７２．１ １５．１ ９８ ３８

Ｓｔ、４

オ
チ
イ
イ

ウ
ゼ

ゴ
メ
ゴ
レ
し

キ
ジ
ハ
ゼ
ソ
ポ
ナ
ミ
ガ
ガ

ズ
ウ
メ
く
り
ソ
イ
ズ
シ
．

ス
ョ
ヒ
マ
ビ
ギ
ア
ネ
イ
マ

７
１
４
９
８
１
１
０
５
４

３
２
６

１
１
２
１

５

７
１
４
９
８
１
１
０
５
４

３
２
６

１
１
２
１

５

９
５
７
７
６
０
４
９
１
７

●
●
●
●

●
●
●

６
０
７
１
０
４
５
８
４
６

１
２
２
１
１

５
３
３

９
６
８
６
５

９
２
５

●
●
●
●
●

●
●
●

１
５
１
２
７

４
７
８

１

１
７
７
５
３

８
３
４

２
３
１
１
５

８
４
６

３
６
６
７
３

９
０
７

１
１

３
２
２
２



表４－３６魚類の測定結果（１９８７年４月１５日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

－８８－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

マハゼ

ギンポ

ネズミゴチ

４
９
２
３

２

４
９
２
３

２

５
８
５
２

●
●
●
●

６
３
６
８

２
１
４
４

６
８
５
１

●
●

、
●

５
０
１
９

２
５
８
１

３
１
４
７

０
３
５
５

２
１
４
３

Ｓｔ、２ マイワシ

マアナゴ

ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ギンポ

アイナメ

ネズミゴチ

マコガレイ

２
２
１
４
４
２
２
０
１

２
１

２
２
１
４
４
２
２
０
１

２
１

５
５
４
３
５
３
５
６
０

●
●

●
ｃ

●
●

０
３
７
５
０
４
１
４
３

１
８
１
２
１

６
７

５
６
５
９
５
８

●
●
●

●
●

０
３
１

０
５

１

１
３

１
３
２
２
４

１
９

３
１
５
６
０

１

０
４

１
８
４
１
３

１
７

２
３
６
５

Ｓｔ、３ ギンポ

ネズミゴチ

１

１３

１

１３

４１

７２．１ １５．１ ９８ ３８

Ｓｔ、４

オ
チ
イ
イ

●
ワ
ゼ

ゴ
メ
ゴ
レ
し

キ
ジ
ハ
ゼ
ソ
ポ
ナ
ミ
ガ
ガ

ズ
ウ
メ
ハ
リ
ソ
イ
ズ
シ
．

ス
ョ
ヒ
マ
ピ
ギ
ア
ネ
イ
マ

７
１
４
９
８
１
１
０
５
４

３
２
６

１
１
２
１

５

７
１
４
９
８
１
１
０
５
４

３
２
６

１
１
２
１

５

９
５
７
７
６
０
４
９
１
７

●
●
●
●

●
●
●

６
０
７
１
０
４
５
８
４
６

１
２
２
１
１

５
３
３

９
６
８
６
５

９
２
５

●
●
●
●
●

●
●
●

１
５
１
２
７

４
７
８

１

１
７
７
５
３

８
３
４

２
３
１
１
５
．
８
４
６

３
６
’
６
７
３

９
０
７

１
１

３
２
２
２



表４－３７魚類の測定結果（１９８７年４月３０日）

－８９－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

マハゼ

ビリンゴ

ギソポ

ネズミゴチ

１
９
１
１
９

１
９
１
１
９

３
３
３
９
４

●
●

３
２
１
４
１

１
７

２．７

２１．１

１７

１０７

７

４６

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

マハゼ

ビリンゴ

ネズミゴチ

マコガレイ

３
５
１
２
１

１
２

３
５
１
２
１

１
２

５
２
１
２
０

●
●

６
１
１
３
１

３
１

２

３
１

３
●

●

７
２

２

５０

１８

５５

２４

８

９

Ｓｔ、３ マハゼ

ギンポ

ネズミゴチ

１１

１

３

１１

１

３

６
３
７

●
●

１
５
７

１
８

３
５

●
●

３
４

１９

９４

８

８４

Ｓｔ、４ カタクチイワシ

スズキ

マハゼ

イシガレイ

３
１
６
７

８ ３
１
６
７

８ ７
１
３
６

●
●

６
２
１
９

６
４

５
８
４

●
●

４
２

８３

１６

５５

５５

７

４１



表４－３８魚類の測定結果（１９８７年５月２８日）

－９０－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

エドハゼ

ギンポ

ハタタテヌメリ

６
１
１
３

６
１
１
３

７
４
９
７

●
●

１
２
６
８

５
９

１９．９

３０．７

７６

１３２

２１

５８

Ｓｔ、２ サ ツ

●

’、

カタクチイワシ

マアナゴ

ヒメハゼ

スジハゼ

マハゼ

ピリンゴ

コモチジャコ

ギンポ

ハタタテヌメリ

マコガレイ

１
８
８
１
７
５
５
１
７
１
１

２
１
７

１
８
８
１
７
５
５
１
７
１
１

２
１

７

６
７
１
２
４
４
２
８
９
３
５

●
●

●
●
●

●
●

９
７
４
４
４
２
６
５
２
８
６

６
８

３
１
１

７
９

８
７

７
５
５

７
２

■
●

●
●
●

●
●

４
２

６
０
３

０
６

１
１
１

８
８

９
３
０

４
２

７
９

４
１
２

８
３

１

７
４

５
２
２

２
８

５
５

２
１
１

５
５

Ｓｔ、３ カタクチイワシ

スジハゼ

マハゼ

ビリンゴ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

イシガレイ

３
２
４
２
１
１
２

１
２

８

３
２
４
２
１
１
２

１
２

８

７
５
５
５
６
７
５

●
●
●
●
●

０
７
１
９
４

３

７
３
１
１
９

２

１
９
３
５
３

５
●
●

●
●

６
６

６
５

１

８
３
８
６
１

０

７
５
１
２
３

４

１
２

３
８
６
．
３
０

０

６
２

１
７

３２

Ｓｔ、４ コノシロ

ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ビリンゴ

１
１
１
２
１

１
１
１
２
１

３
３
６
１
４

３
６
３
１
１

１

１ １２ １０



表４－３９魚類の測定結果（１９８７年６月２５日）

表４－４０魚類の測定結果（１９８７年７月２３日）

－９１－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（mw1）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ピリンゴ

ハタタテヌメリ

１
０
４
１
１

１

１
０
４
１
１

１

６
８
５
２
２

●

７
７
４
１
９

５

１２．５

３１．４

７５

８３

２６

１４

Ｓｔ、３ カタクチイワシ

ヒメハゼ

１
４

１
４

７８

４５．８ ４ ５１ ４０

Ｓｔ、４ ヒメハゼ ５ ５ ５７．２ 7.1 ６５ ４５

調査地点 魚 種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

アシシロハゼ

コチ

７
１
２

７
１
２

７２．１

８６

１０

5.6

１

７９

１１

６４

９

Ｓｔ、２ マアナゴ

スジハゼ

マハゼ

アイナメ

ネズミゴチ

ハタタテヌメリ

マコガレイ

４
４
１
１
０
３
３

３
１

４
４
１
１
０
３
３

３
１

７
８
５
４
１
７
６

●
●

●
●
●

６
７
５
９
７
３
６

２
４

０
９
０

１
１

１

７
２

５
６
３

●
●

●
●
●

９
７

５
４
６

１
１

７
１

９
０
３

４
６

３
０
１

１
１
１
１

２
３

８
９
８

０
２

８
８
９

１

Ｓｔ、３ ヨウジウオ

スジハゼ

１
７

１
７

８８

４９．６ ６．９ ５８ ３９

Ｓｔ、４

シワイチ
ギ
ゼ

グ

ク
ラ
ハ
ゼ

フ
種

夕
イ
メ
ハ
チ
サ
明

力
ヒ
ヒ
マ
コ
ク
不

８
８
３
０
９
２
１

１
１
４

１

８
８
３
０
９
２
１

１
１
４

１

７
６
４
１
４
５
６

●
●
●

３
７
１
９

１

１
４

１
８
１
８
９
５

●
●
●
●
●

０
５
３
０
０

３

５
７
９
４
２
５

●

１
７
９
１
５

２
５
７
０
７
５

●

１
６
１

４



表４－４１魚類の測定結果（１９８７年８月２６日）

平均値 Ｓ、 最大値 最小値

Ｓｔ、２ １０８．５ １０．３ １２３ ９４

表４－４２魚類の測定結果（１９８７年９月９日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ，２ １３

－９２－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シマハゼ

マハゼ

ネズミハゼ

ネズッポＳＰ．

１
１
８
４

１
１
８
４

２２

１０１

１２２．８

4.8

１６．８

０．８

１５１

６

１０２

４

Ｓｔ、２ マハゼ ４ ４ １０８．５ １０．３ １２３ ９４

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（mwI）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シロギス

マハゼ

ギンポ

コチ

ネズミゴチ

１
１
１
３
６

１
１
１
３
６

９
７
３
３
７

●

１
２
９
６
３

１
１

1.9

２２．１

９

１６２

５

９３

Ｓｔ、２ 不明種 １ １ １３

Ｓｔ、３ カタクチイワシ

ヒイラギ

ネズッポＳＰ ●

６
２
２

６
２
２

１３．３

5.8

５

１
３
０

●
●

２
０

１６

６

１１

５．５

Ｓｔ、４ スズキ

ヒメハゼ

マハゼ

コチ

１
１
１
１

１ １
１
１
１

１

１７２．９

８

１２１

１

９．２ １８７ １５０



表４－４３魚類の測定結果（１９８７年１０月２２日）

表４－４４魚類の測定結果（１９８７年１１月２０日）

－９３－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ カタクチイワシ

ヒメハゼ

マハゼ

ネズミゴチ

ネズッポＳＰ ●

７
２
２
６
１

７
２
２
６
１

４
５
０
５
４

巳
●

●

０
３
３
９
２

３
１
１
３

１

３
５
７
２

●
●

２
６

２

３６

１６

１３７

１９７

２８

１１

１２３

１２１

Ｓｔ、２ カタクチイワシ

スジハゼ

ハタタテヌメリ

２

３７

３１

２

３７

３１

３４

１８．６

２１．４

６

5.1

7.6

４０

３１

４１

２８

１０

８

Ｓｔ、３ スジハゼ

ハタタテヌメリ

３

９２

３

９２

１４

２１．８

4.9

９．２

２０

４１

８
６

Ｓｔ、４

シ
リ

●

ワ
メ
Ｐ

イ
ー

ヌ
〔
□

ロ
チ
ゼ

テ
ポ

シ
ク
ハ
ポ

夜
〆
ツ

ノ
ダ
メ
ソ
チ
ク
ズ

コ
カ
ヒ
ギ
．
〈
ネ

１
８
３
１
４
１
４

２
１

１
８
３
１
４
１
４

２
１

１
６
５
０
３
５
８

●
●

●
●
●

４
１
５
７
７
９
４

２
２
１
１
２
１

２
５

２
２
４

５
３
０

●
●

４
３

８
５

３
６
５

２
２

３
２

２
０

９
５
４

１
１

１
１

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ハタタテヌメリ ２ ２ ２２．５ ６．５ ２９ １６

Ｓｔ、２ カタクチイワシ ８０ ８０ ３２．６ ３ ３８ ２４

Ｓｔ、３ ハタタテヌメリ ３ ３ 8.3 2.1 １１ ６

Ｓｔ、４ カタクチイワシ

ヒメハゼ

スジハゼ

シマハゼ

ギンポ

コチ

ハタタテヌメリ

１
７
０
１
２
２
８

８
１

１
３

１

１
７
０
１
２
２
８

８
１

１
３

１

３
１
１
８
５
８
４

●
●

●
●
●

４
８
７
１
１
５
６

１
２

０
９
１

１

２
５

５
２
２

●
●

●
●
●

６
４

３
５
５

６
１

７
８

５
５
５

３
３

０
９
６

１
２

６
１

８
８
３

２
９
４



表４－４５魚類の測定結果（１９８７年１２月１６日）

４１．２ ２１．８ ６３ １９

表４－４６魚類の測定結果（１９８８年１月２１日）

－９４－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ カタクチイワシ

マアナゴ

不明種

１７２

１

１

１７２

１

１

４２．１

９８

１６

２７ ５８ ３７

Ｓｔ、２ カタクチイワシ

スジハゼ

１
３

１
３

１６

３４．５ 3.7 ３９ ３０

Ｓｔ、３ ハタタテヌメリ ４ ４ ４１．２ ２１８ ６３ １９

Ｓｔ、４ ヨウジウオ

ヒメハゼ

コチ

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．
１
６
８
５
３

４
１

１
６
８
５
３

４
１

０
２
２
８
６

●
●
●

０
３
２
２
１

１
２
６
６

３
８
６
４

●
●
●
●

６
７
６
１

２

４１

８４

１１２

１８

２
５
２
５

１
４
４
１

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ハタタテヌメリ

不明種

１
３

１
３

３５

７．４ 0.6 8.3 ７

Ｓｔ、２ スジハゼ

ハゼＳＰ．

ギンポ

１
４
２

１
４
２

６
９
５

●
●
●

２
７
１

４
１

0.7

0.5

９

１２

７

１１

Ｓｔ、３ サ ツ

｡

’、

ヒメハゼ

ハタタテヌメリ

１
３
９

１
３
９

１００

３０．３

４９．４

9.1

３１．５

４３

９９

２２

１８

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

スジハゼ

ギンポ

ハタタテヌメリ

３
３
７
４

３ ３
３
７
４

３ ２
１
４
９

●
■

５
３
８
４

２ １
４
１
２

●
●
●

５
０
２
１

４０

３１．５

１１

６９

６
５
５
７

●
●

１
０
４
３

３



表４－４７魚類の測定結果（１９８８年２月１８日）

－９５－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（１１m）

平均値 ８， 最大値 最小値

Ｓｔ、１ マハゼ

ビリンゴ

ギンポ

ネズミゴチ

６
１
９
１

９
１

６
１
９
１

９
１

５
８
１
８

●
●
●

８
１
４

２
４

４
５
４

●
●

●

１
５
７

１２．５

２９

５６

６．２

１３．２

３０

Ｓｔ、２ スジハゼ

マハゼ

ギンポ

１

１２８

４

１

１２８

４

３４

７．５

２５．４

５
２
●
●

１
２

１５

２９

５

２３．５

Ｓｔ、３ ヨウジウオ

ヒメハゼ

マハゼ

ハタタテヌメリ
１
２
０
８

２

１
２
０
８

２

７
５
６
２

●
●

０
７
７
５

１
２

５
２
８

●
●

●

１
１
６

２

１０７

２９

１０．１

９８

１０７

２６

５．１

２４

Ｓｔ、４

リメ

チ
ヌ
イ

ゼ
ゴ
テ
レ

キ
ハ
ゼ
ポ
ミ
タ
ガ

ズ
メ
ハ
ソ
ズ
タ
コ

ス
ヒ
マ
ギ
ネ
〈
マ

１
２
８
１
１
２
３

７
３

３
３

１
２
８
１
１
２
３

７
３

３
３

３
８
４
１
７
５
０

１
１
８
５
３
２
１ ●

３
２
４

８
２
５

６
９

●
●
●

●

０
１
３

１
２

５
３
８

５
３

●
●

２
１
３

８
１

３
５

１
５
６

５
６

●
●

３
５
１

６２



表４－４８魚類の測定結果（１９８８年３月２３日）

－９６－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（１mm）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ スズキ

マハゼ

ピリンゴ

ハゼＳＰ．

ギンポ

ネズミゴチ

３
０
６
７
９
８

８
２

２

２
１

３
０
６
７
９
８

８
２

２

２
１

５
６
１
９
５
９

●
●
■
●
●
●

５
３
０
８
３
４

１
１
１

３
７

５
９
２
５
３
４

●
●
●
●
●
巳

１
１
１
１
２
１

５

７
８
２
４
９
６

●
●

１
１
４
０
３
０

１
１

２

５
４
４
２
９
８

●
●
●
●

３
７
７
６
２
３

１

Ｓｔ、２ スジハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

ギンポ

ハタタテヌメリ
８
７
４
９
１

９
４

１

８
７
４
９
１

９
４

１

６
４
７
３
６

●
●
●
●

８
０
７
６
５

３
１

３

１
２
５
９

●
●
●

１
２
１
１

３
４
２
０

●
Ｂ

６
５
１
４

１
１

６
８
８
５

●
●
●

２
４
４
３

３

Ｓｔ、３ スズキ

ヒメハゼ

スジハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

ギンポ

ハタタテヌメリ

２
１
２
３
５
１
９

０
１

２

１

２
１
２
３
５
１
９

０
１

２

１

５
７
５
２
７
４
９

●
●
●
●

●

７
１
８
１
８
３
１

１
４
１

６

５
５
９
１

５
●

●
●
■

０
６
１
１

２

８
５
８
２

８
●
●

１
５
２
１

１

２
１

１

７
２
２
２

２
●
●

１
４
７
７

２

Ｓｔ、４ マアナゴ

スズキ

ヒメハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

ギンポ

コチ

ハタタテヌメリ

イシガレイ

マコガレイ

カレイＳＰ．

１
０
７
９
３
１
３
１
６
９
９

１
１
０
７
５

１
０

９
１

１
０
７
９
３
１
３
１
６
９
９

１
１
０
７
５

１
０

９
１

７
８
９
１
７
２
６
５
３
５
８

●
●
●
●

●
●
●
●

８
４
１
０
８
３
５
３
４
４
２

１
２
１

４
１
１
１

８
５
４
３
２
８
１
５
１
６

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

１
３
１
１
３
７
９
０
４
１

９
７
８
．
２
５
５
２
５
５
５

●
●

●

１
２
５
１
７
６
６
１
８
１

１
３
２

３
４
６
４
５
６
５
５
５
５

●
●

●
●
●

１
１
５
５
２
４
３
３
９
０

１
１



表４－４９魚類の測定結果（１９８８年４月１９日）

－９７－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､!）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ マイワシ

マアナゴ

マハゼ

ピリンゴ

ハゼＳＰ．

ギンポ

ネズミゴチ

５
１
１
０
３
１
１

４
２
２

５
１
１
０
３
１
１

４
２
２

１
０
７
５
１
６
４

●
●
●
●

４
１
５
８
９
５
７

２
１
１

５
９
２
８

●
●
●
●

１
１
２
１

６
８
４
２
●
●

２
１
７
５

１
１

２
８
８

５
●

●
●
●

１
０
５
６

２
１

Ｓｔ、２ ヒメハゼ

スジハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

ギンポ

ハタタテヌメリ

２
９
５
０
１
０

１
９
２

１

１

２
９
５
０
１
０

１
９
２

１

１

５
７
５
８
４
８

●
●
●
●

０
２
４
３
４
６

３
４
１
１

９
６
３
３

８
●
●
●
●

８
１
１

８１

５
０
４
２

５
ｅ

●
●

●

９
６
７
６

９

３
１
１

０１

５
５
１
１

９
■
●

４
１
０
１
１

２
３

Ｓｔ、３ マアナゴ

スジハゼ

マハゼ

ハタタテヌメリ

１
０
１
６

１
１

１
０
１
６

１
１

１１７

５１．９５

１４．２

７３．４

１２．６

１４．８

７５

１０９

３３．５

５５



表４－５０魚類の測定結果（１９８８年５月３０日）

－９８－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（、）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

マハゼ

エドハゼ

７

１１４

５

７

１００

５

６
１
８

●
●
●

４
１
６

５
３
１

６
８
５

●
●

●

５
８
４

１

８７

４９

２２

３６

１６

１１．５

Ｓｔ、２

リ

死
可
コ
メ

ダ
ヤ
ヌ

ゴ
ク
ゼ

ジ
メ
テ

ナ
ジ
〈
ゼ
チ
ポ
ナ
タ

ア
ソ
ジ
く
そ
ソ
イ
タ

マ
テ
ス
マ
コ
ギ
ア
〈

８
５
３
２
５
２
２
１

５
４

２

８
５
３
２
５
２
２
１

５
４

２

８
２
５
３
３
１
５
６

●
●
●
●

●
●

９
９
０
３
７
１
２
８

７
６
５
２

２
１
９

１

７
６
５
３
３
１
５
９

●
●
□
●

●
●

６
８
８
５
１
７
１

２

９
７
９
８
０
２
０
３

８
７
６
５
８
２
２
４

２
１
１

４
９
７
１
５
０
５
９

６
５
２
１
６
０
０
５

２
１

Ｓｔ、３ マアナゴ

スジハゼ

マハゼ

コモチジャコ

ギンポ

アイナメ

ハタタテヌメリ

イシガレイ

マコガレイ

１
６
７
２
２
１
６
１
１

６
２
４

１
６
７
２
２
１
６
１
１

６
２

４

８
８
１
４
８
６
２
０
５

□
●
●
●

●

８
２
２
６
５
９
２
０
７

４
３
６
６

８
３
１

４
２
１
８

８
●
●
●
●

８
４
４
５

１

１

８
７
３
５

３
●

６
３
７
２

１

８
１

９
５
８
９

３

２
２
５
４

５

Ｓｔ、４ カタクチイワシ

マアナゴ

ヒメハゼ

マハゼ

ビリンゴ

ギンポ

ハタタテヌメリ

マコガレイ

４
１
２
０
６
４
６
３

６
０
１
２

２
９

３

４
１
２
０
６
４
６
３

６
０
１
２

１

９
７
７
９
６
８
８
３

●
●
●
●
●
●
●
●

８
８
３
３
２
４
３
６

８
５
３
３
８
７
８

２
４
５
７
３
２
２

●
●
●
●
●
●
●

５
１
６
２
７
９
５

１

５
７
７
５
０
４
１

●
●

６
７
６
７
１
８
９

９
３
１

２
０
１
７
５
８
９

８
３
２
２
７
５
７



表４－５１魚類の測定結果（１９８８年６月２９日）

－９９－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ

アシシロハゼ

マハゼ

２２

１

３

２２

１

３

６０．８

６７

１２５．７

7.9

８８．４

８０

２５０

４５

５２

Ｓｔ、２ マアナゴ

スジハゼ

マハゼ

ハタタテヌメリ

ゲンコ

６
９
２
５
１

２
４

４

６
９
２
５
１

２
４

４

４
４
０
３
０

●
●

２
５
３
３
６

１
９

１ ２
８
４
７

●
●

１
７

５１

１３４

７２

３４

１４９

９
８
６
２

８
３
２
６

Ｓｔ、３ マハゼ

ハタタテヌメリ

１
１

１
１

５２

７９

Ｓｔ、４ マイワシ

スズキ

マハゼ

エドハゼ

ピリソゴ

ハゼＳＰ．

ネズッポＳＰ．

不明種１

不明種２

１
１
１
１
６
８
２
３
１

６
８

１
９

１

１
１
１
１
６
０
２
３
１

６
０

１

３
０
５
８
８
３
５
８
２

●
●
●
●
●

１
７
１
２
８
０
４
８
１

４
１
１
１

２
０
４
２
５
８

●
●
●
●
●

４
３
１
１
１

１ ７
８
４
５
６
１

８
２
２
３
１
１

１

７
８
５
７
３
５

●
●

１
２
３

１
６

１



表４－５２魚類の測定結果（１９８８年７月２８日）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ．I

表４－５３魚類の測定結果（１９８８年８月２６日）

－１００－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ ヒメハゼ ６ ６ ６３．２ 2.7 ６８ ６０

Ｓｔ、２ サ ツ

●

少、

カタクチイワシ

マアナゴ

ヒメハゼ

スジハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ．

ハタタテヌメリ

１
４
８
１
８
２
１
３

１

１
４
８
１
８
２
１
３

１

８
１
７
１
８
３
９
３

●
●

●
●

１
５
２
７
７
８

９

１
４

４
９

１

９
４

４
２

１
●
●

●

１
９

４

１

８
９

６
５

４

１
７

５
８

０

１
１

２
８

３
１

４

１
１

４
８

９

１

Ｓｔ、４ ヒメハゼ

マハゼ

１
４

１
４

６７

８２ 4.3 ８７ ７６

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全 長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ サ ツ

。

’、

マイワシ

ヨウジウオ

ヒイラギ

ヒメハゼ

マヘゼ

ハゼＳＰ．

ナペカＳＰ ●

ハタタテヌメリ

ネズプポＳＰ．

１
８
１
１
２
１
２
３
１
７

７
１
１
３

２

１
８
１
１
２
１
２
３
１
７

７
１
１
３

２

１
２
３
５
３
５
７
３
１
７

●

１
２
９
爪
８
９
９
４
４
１

●

１
１

３
８

１
１

８
１
５
２
３

９
■

●
●
●
●

⑪

１
５
２
２
１

０

２
２

６
６
５
５
５

５

６
２
３
５

●

１
３

１
１
１

１

，
９

２
５
５
５

５
●
●

●

１
５
６
２

９

１

Ｓｔ、２ ネズッポＳＰ． １ １ １２

Ｓｔ、４ ウグイ

スズキ

マハゼ

シマハゼ

ハゼＳＰ．

ネズッポＳＰ．

１
４
２
３
９
９

１

１
４
２
３
９
９

１

５
３
４
２
７
４

●
●
●
●
●
●

１
４
０
４
３
２

７
６
１
１
１
１

１
１

３
２
８
４
６

●
●
●
Ｂ
●

０
０
０
１
０

３
１

２１５

１２１

１５

１５．５

１３．５

９
３
３
２
５

■

３
９
１
１
１

１
１



表４－５４魚類の測定結果（１９８８年９月２２日）

－１０１－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数

全長（､､）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１

シワイ

シ
チ
ス
ギ
ゼ

．
（
ワ
ク
ギ
ラ
〈

ッ
イ
ー
攻
〆
ロ
イ
ー
・
メ

サ
マ
カ
シ
ヒ
上

６
７
３
１
１
９

２
１

６１

６
７
３
０
１
９

２
１

０１

７
３
３
１
０
９

●
●
●
●

●

９
８
４
９
１
５

２
１
３
１

１

４
３
２
３

１
●
●
●
●

ロ

２
１
１
２

９

６
０
６
８

７

３
２
３
２

３

５
６
３
４

５
●

２
１
３
１

８

Ｓｔ、２ カタクチイワシ

テンジクダイ

ヒメハゼ

マハゼ

ハゼＳＰ。

ギンポ

ネズッポＳＰ．

５
１
１
２
７
１
３

１
３

１

５
１
１
２
７
１
３

１
３

１

２
６
０
５
６
５
７

●
●
●

●

９
１
１
２
１
８
１

６
２
１
１
１

１

６
５
５
１

２
●

●
●
●

●

０
１
３
２

３

３ ７
２
６
５

６
●

●

９
４
２
５

１

１
１
１

６
７
９
８

５
●

１
１

８

１

Ｓｔｏ３ サ ツ

｡

”、

ヒメハゼ

ハゼＳＰ．

不明種

１
５
１
１

１
５
１
１

１２０

１０．８

１２

１５

０．７ １２ １０

Ｓｔ、４ マイワシ

ヨウジウオ

ヒメハゼ

コチ

１
１
１
６

１
１
１
６

１４

１１９

１５

６５．２ ７７ １７５ ７



表４－５５魚類の測定結果（１９８８年１０月２７日）

－１０２－

調査地点 魚種 出現尾数 測定尾数
全長（､'）

平均値 ＳＤ 最大値 最小値

Ｓｔ、１ シロギス

ヒメハゼ

ネズッポＳＰ．

８

２５

４

８

２５

４

３
３
５

●
●
●

０
７
０

２
２
２

９
９
４

●
●
●

１
９
３

２４

６７

２５

１７

１２

１７

Ｓｔ、２ ハゼＳＰ．

ハタタテヌメリ

ネズッポＳＰ．

２
１
４

２
１
４

１４

１３０

７

４

０．８

１８

８

１０

６

Ｓｔ、３ ヒメハゼ

ネズッポＳＰ ●

３
２

３
２

１１．３

１０．５

１．２

３．５

１３

１４

１０

７

Ｓｔ、４ マハゼ

不明種
１
１

１
１

１５２

１０
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